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は じ め に

近年特に、潤いややすらぎのある快適な生活環境を求める気運が高まって

います。

都市化のすすむなかで、都市と自然の共存を図り、残された自然の保護や

失われつつある自然の回復を図ることが大きな課題となっています。

杉並区は、こうした状況に先駆け、昭和57年度に第一次河川生物調査を

実施し、杉並の河川生物相の実態を明らかにしました。また同時にこの調査

が、杉並の親水性の確保、自然の保護・回復を考える契機となるなど、大き

な成果を収めました。

今回、第一次河川生物調査から6年が経過したこともあり、その後の河川

生物相の現況と推移を把握するため、第二次河川生物調査を実施しました。

今回の調査項目は、魚類、底生生物、付着藻類及び動植物う°ランクトンで

す｡第一次河川生物調査で調査項目として取りあげた植生と野鳥については、

昭和60年度～62年度に実施した「杉並区自然環境調査」に委ねておりま

す。従って、本書に加えて、杉並区自然環境調査報告書を御覧いただくと、

より一層、杉並の自然の全体像が明らかになるものと思います。

この調査が、自然の保護・回復や、河川への親しみを増すことに寄与し、

これからの杉並の河川のあるべき姿を導く一助となれば幸いです。

平成元年3月

杉並区都市環境部環境保全課
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1 河川生物の生息状況と水質

杉並区では、昭和63年度に河川生物調査を実施しました。本書は、その報告書として取りま

とめたものです。調査は魚類、底生生物、付着藻類及び動植物プランクトンの各項目について

行いました。ここでは、河川生物調査の全般についての解説と、調査結果の概要などを述べ、

調査結果の詳細は「2魚類」以降に記載しました。

と生物学的水質判定の違いをまとめて示し

ました。

生物学的水質判定では大雑把に階級を分

けて、その河川の水質がどの階級に属する

かということを表現します。

(1)生物調査結果による水質判定

ア 生物学的水質判定の意義

河川を流れている水の性質は､時間によっ

て変化します。溶存酸素量とか生物化学的

酸素要求量とかいった理化学的試験は、そ

の河川の平均的な水質を知るのに手間がか

かり、また、それが生物にどのような影響

を与えるのかはっきりしません。しかし、

その河川の生物相から水質を判定する場合

は、その河川の水質の履歴を反映し、平均

的な像を把握することができます｡ただし、

生物学的水質判定では化学分析のように明

確な数字は出てきません。下表に化学分析

イ 水質階級の分類

生物学的水質判定の水質階級は普通4つ

に分類されています。それは、汚濁の程度

が進んだほうから、強腐水性水域(Ps)、

α－中腐水性水域((rm)、β一中腐水性水域

(Bm)、貧腐水性水域(Os)となってい

ます。これらの水質階級の特徴をまとめて

資料表lに示しました。

化学分析と生物学的水質判定の特徴

生物学的水質判定化学分析

汚濁物質の種類

汚濁物質の量

結果が示す内容

把握可能

把握可能

測定時の汚濁度

把握不可能

把握不可能

測定時から数週、あるいは数か月までの

汚濁変動の平均

把握可能生物への有害度

の判定

汚濁程度の教示

把握不可能

現地である程度可能現地では不可能

－1－



ウ 調査結果の評価方法

現在、生物学的水質判定法にはさまざま

な方法があり、いまのところ、一つの方法

では的確に判断できません。

本調査では、比較的良く使われる生物指

数(bioticindex)による方法を採用し、こ

れに優占的に出現した種などを考慮して判

定しました。

生物指数は汚濁非耐忍性種の種数をAと

し､汚濁耐忍性種の種数をBとして2A+B

をもって生物指数とし、この数値によって水

質階級を判定するものです。ただし、この方

法は底生生物について開発された方法であ

り、他の生物群に適用するにはやや困難があ

ります。また、底生生物でも河床の状況や、

季節などによって出現種数が変化するので、

これらの点を考慮しなければ唾りません。

① 妙正寺川の水質

DO(溶存酸素量）はほとんど10mg/4

以上で、BOD(生物化学的酸素要求量）

は昭和58年度以降lOmg/4を超えることは

ほとんどなく、ほぼ0.5～5mg/Cと低い。

この程度の水質はβ一中腐水性水域に該当

し、底生生物による判定結果と同じ程度

の水質でした。

② 善福寺川の水質

昭和58年度以降の水質をみると、DO

は、ほぼ6.0～20Ing/2と高く、BODは、

ほぼ0.6～4mg/Cて､5'ng/4を超えること

は稀でした。この程度の水質はβ－中腐水

性地域に該当し、底生生物による判定結

果より良くなっていました。

③ 神田川の水質

昭和58年度以降ではDOは､ほぼ6～20mg/

9と高く、BODは、ほぼ1.0～lOmg/4

でした｡水質的にはβ－中腐水性水域から

α－中腐水性水域に該当します。これは、

今回の生物による判定結果よりもやや良

い結果となっていました。

エ 生物学的水質判定結果（底生生物に

よる）

妙正寺川ではβ－中腐水性水域(ややきた

ない水域)､善福寺上池と下池の間の水路は

強腐水性水域（きわめてきたない水域）と

判定されました。また、その他の善福寺川

と神田川の全地点はα一中腐水性水域(かな

りきたない水域）と判定されました。

以上のように、ほとんどの河川は理化学的

試験ではそれ程悪い水質ではありませんでし

た。ただし、これらの水質の結果は一時的な

もので、一日の中の変動で見られる夜間のD

Oの低下、降雨のために起こる流量の増加や

下水のオーバーフローによる水質の悪化など

の影響を底生生物は受けていると考えられま

す。また、河床の状況にも底生生物は影響を

受けており、これらのために底生生物の判定

の方がやや悪くなったものと考えられます。

オ 理化学的試験結果との比較

杉並区都市環境部環境保全課では年4回、

河川水質の調査を行っています。

なお、理化学的試験結果の詳細は、都市

環境部環境保全課発行の「杉並区の環境保

全（環境保全レポート）」に掲載してあるの

で、本書では省略しました。

－2－
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71"

動物プランクトン

植物う。ランクトン
(2)調査項目などの概要

調代した項IIは魚類、底ﾉtﾉ|物、付着藻類

及び動柚物フ･ランクトンです。それぞれの項

1lは「2魚類」以降に記戦しました。また、

i凋杏地点などを5頁の地|､xI上にﾝJ〈しました。

イ 出現種名

① 魚類

コイ、ギンブナ、キンブナ、キンギョ、

モツゴ、タモロコ、ドジョウ、メタ．力、

ク翻ツピー、ヨシノポリの10稗が確認され① 魚類

ました。コイ、フナ類、ドジョウ、モツ

ゴ、ヨシノポリなどの汚濁に強い穂が多

くみられました。

昭*1163年10月2511～l'i川28I1にかけて

合計12地点で調奇しました。

② 底'1i'|物

昭ｲ1163年10)12511～l,il)12811にかけて

合I汁11地点でI淵介しました。

② 底ﾉtﾉ|物

コカケロウの一稗、セスジユスリカ、

サカマキガイ、ウチワミミズ、ミズミミ

ズ、イトミミズ、シマイシヒ守ル等が出現

しほとんどが汚濁耐忍性稗でした。汚濁

非耐忍性稗としては、神lll川の井の頭線

車庫脇で採取されたミズダニの一繩のみ

でした。

③ 付着藻顛

昭\1163年101125I1～1111Ij2811にかけて

合計10地ﾉ,1,(で､I淵行しました。

④ 勤柚物プランクトン

昭和63年lO)12511～l,ill12811にかけて

合計･3地点でI淵行しました。 ③ 付着藻類

篭藻類で､はユレモ、緑藻類ではイカタﾞ

モ、キヌミドロ、珪藻類ではマガリケイ

ソウ、クサピケイソウ、フオ､ケイソウ、

ハリケイソウなどが多くみられました。

＝

④ 動物プランクトン

ワムシ類のカメノコウヮムシ、ウサギ

ヮムシ、イィ殻アメーバ類のナベカムリ、

トケフセツポカムリが多くみられました。

(3)出現生物

ア 出現穐数

魚類

底/t/i;物 妙』l寺川

弄冊齢川

神ll1川

和lll堀池

付着藻類 妙ll2寺川

善福寺川

神lⅡ川

*IIIII堀池

10"

16"

17"

16"

l穂

26稗

52穂

31ff

45穂

⑤ 植物プランクトン

付着藻類で出現した穂がほとんどでした。
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調 査 地 点 図生 物

Z－6 善福寺川春日橋付近

魚類調査

辰牛鮨物調査

付着藻類調査

M－l 妙正寺川松下橋

魚類調査

辰牛熊物調査

付着藻類調査

動植物プランクトン調査

斗（
Z－1 善福寺上池と下池の流路

底牛雄物調査

付着藻類調査
ｰ.．~｡.･･･ﾛ,､－．､LI、L ‘

＄

〆 1
一

〆

『 《

〆一､、_ノ
／

卜
1

Z－7 善福寺川尾崎橋付近

魚類調査

底牛堆物調査

付着藻類調査

動植物プランクトン調査

I
烏

z－2 善福寺川寺分橋付近

辰牛隼物調査

、

、■、｡
、

妙正寺川

、

Ｌ
庁烏

一

■

、

》

ー ●

W－l 和田堀池

底牛唯物調査

付着藻類調査

'
ノ

Z－3 善福寺川原寺分橋付近

魚類調査
ミ

デ
(.－

ノノノ

〆、ノ
●

ﾐﾐ、
善福寺jl善福寺川川

｡ －

、

Ｇ
″
専
■
〃
“〆
一
、
‐ Z－9善福寺川和田堀僑付近

魚類調査

底牛唯物調査

付着藻類調査

Z－4 善福寺川丼荻橋付近

底牛堆物調査

付着藻類調査

、｡へ

〃
■
ｑ
■
も
■
夕

~

、

、

､へ ~

j､･･
』

I

神田川神田川神田川｡－寺、寺、巳、巳、 ‐、、

Z－8 善福寺川宮下橋付近

魚類調査

‐‐

合一

壁･二号
Z－5善福寺川神明橋付近

魚類調査

＝二＝二 云・云・

ゴ

－ 屯 一

K－5神田川方南第一橋付近
魚類調査

辰牛走物調査

付着藻類調査

K－4神田川蔵下橋付近

魚類調査

K－2 神田川錦橋付近

魚類調査

K－3神田川鎌倉橋付近

魚類調査

辰牛生物調査

付着藻類調査

動植物プランクトン調査

K－l神田川井の頭線車庫脇付近

魚類調査

辰牛堆物調査

付着藻類調査
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類2 魚

また、魚類以外て､はアメリカザリガニが

生息していた。
(1)調査結果の概要

出現種はコイ、ギンブナ、キンプナ、モツ

ゴ、タモロコ、ドジョウ、メダカ、グッピー、

ヨシノポリの10種で、コイ、ヨシノポリなど

の個体数が多かった。以下、河川ごとの魚類

の生息状況を述べる。

(2)調査方法など

ア 調査期間

昭和63年10月2511～同月28｢1

イ 調査機関

㈱環境管理センターに委託した。① 妙正寺川の魚類

魚類の生息は確認されなかった。

ウ 調査方法

調査地点の一区間をオ､ツトで仕切り、そ

のネット内の遊泳生物を投網、さし網等て、

できるだけ捕獲し、種ごとに容器に移し、

計数を行L，ました。また、この際、魚の全

長、体長、体高、重量の測定を行う。測定

の終わった魚は消毒後、放流する。

なお、現地で同定できなかった種は持ち

帰り同定した。

② 善福寺川の魚類

コイ、ギンブナ、モツゴ、ヨシノポリ、

ドジョウが生息し、他にキンギョ、メタﾞ

力、グッピーがみられた。

優占種は上流部の原寺分橋から春日橋

ではコイであった。また、下流の宮下橋

ではヨシノポリ、和田堀橋で､はモツゴと

なっていた。魚類以外ではアメリカザリ

ガニが善福寺川の各地点で普通にみられ

た。さらに、最下流の和田堀橋ではウシ

ガエルが捕獲された。

エ 調査地点

妙正寺川l地点、善福寺川6地点及び神

田川5地点の合計12地点で調査した。

③ 神田川の魚類

コイ、ギンブナ、キンプナ、ヨシノポ

リ、ドジョウが生息しており、他にモツ

ゴ、タモロコがみられた。

優占種は上流の井の頭線車庫脇ではヨ

シノポリ、錦橋から鎌倉橋、蔵下橋では

コイ、方南第一橋ではギンブナであった。

① 妙正寺川

松下橋付近（下井草2丁目・3丁[1)

② 善福寺川

原寺分橋付近（西荻北4丁目）

神明橋付近（上荻2丁目・西荻北1丁

目）

－6－
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春日橋付近（荻窪2丁目）

尾崎橋付近（成田東3丁目・成田西3

丁目）

宮下橋付近（大宮1丁目・2丁目）

和田堀橋付近(堀ノ内1丁目・2丁目）

③ 神H1川

井の頭線車庫脇付近（久我山2丁目）

錦橋付近（高井戸西1丁目）

鎌倉橋付近（浜田山1丁目・下高井戸

4丁目）

蔵下橋付近（永福1丁目）

方南第一橋付近（和泉4丁目）

(3)調査結果

ア 妙正寺川

魚類の生息は確認できませんでした。

イ 善福寺川

p.8～p.11に記載した。

ウ 神III川

p.11～p.16に記載した。
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M－l 妙正寺川 松下橋

魚類は今〈確認できなかった。

種

Cyprinuscarpio

Z－3 善福寺川 原寺分橋付近

名 備考

他に視認l1iZ

全長cm体長c、体商c、 体重9

1634

1059

332

1992

1631

987

０
５
５
０
０
０
０

●
＄
白
骨
●
申

●

３
８
６
６
３
７
９

４
３
２
４
４
３
３

計
均

イや．
小
平

イ
キ
イ

ゴ
シ
ゴ

ヒ
ニ
マ

37．5

35．5

22．0

40.0

36．0

31．5

13.0

11．0

7．5

13．5

12．5

11.5 5尾他に視認

22尾

33．8 11．5 1273

Carassiusgibeliolangsdorfiギンブナ

３
１
８
１

由
●
４

●

６
６
５
６

計
均

ナ
小
平

５
４
４

１
６
７

７
７
４

●
■
●

１
１
１

4.(）

3．1

2．9

3尾

1．8 1．6 3．3

モツゴ 7．6

7．5

6．8

6．7

4．2

小計

平均 6．6

Pseudorasboraparva 6.2

6.2

5.4

5．1

3．7

1．6

1．5

1．4

1．7

0．7

4.(）

4．6

2．9

4．0

0．6

5尾

5．3 1．4 3．2

ドジョウ 9．7

小計

Cobitisanguillicaudatus 8．2 5．11.1

1尾

ヨシノポリ 3．9

小計

Rhinogobiusbrunneus 3．6 0．5 0．7

1尾

合計 32尾
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種

Cyprinuscarpio

(視認のみで採取できなかった｡）

ヒゴィ

ニシキゴイ

マゴィ

小計

Z－5 善福寺川 神明橋付近

名 令長c、体長cm体高 c、体重9

尾
尾
尾

３
１
２
尾

考
認
認
認
６

備
視
視
視

Carassiusgibeliolangsdorfi ギンブナ 視認1尾

合計 7尾

種

Cyprinuscarpio

Z－6 善福寺川 春日橋付近

名 全長c、

40．0

34．0

65．0

体長cm

32．5

28．0

51．0 4500

一
局
０
５
０

体
昭
ｍ
肥

cm体重9

2014

809

備考

他に視認4尾ヒゴィ

ニシキゴイ

小計

平均

7尾

46．3 37．2 13．2 244］

ヨシノポリ 4．2 3．4 0．7

小計

Rhinogobiusbrunneus 0．8

1尾

合計 8尾

種

Z－7 善福寺川 尾崎橋付近

名

Carassiusgibelio langsdorfi

全長c、

ギンブナ

小計

体長c、体高c、体重

15．0 11.5 4．0

g備考

46．5

1尾

Pseudorasboraparva モツゴ 6.9 5.6 1.3 2．8

１三
口、

Ｉ
Ⅱ
Ｊ

ノ

1尾

合計 2尾

種

Carassiusgibelio

Z－8 善福寺川 宮下橋付近

名

langSdorfi キンギヨ 5．9 4．6 1．8

小計

全長cm体長c、体高cm体重9 備考

3．7

1尾
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種 名

Pseudor･asboraparva

全長c、体長cIn体高c、 備考体重9

2．7

0．1

モツゴ 6．8

2．1

小計

平均 4．5

５
７
■
●

５
１

1．4

0．4

2尾

3．6 0．9 1.4

Cobitisanguillicaudatus ドジョウ 16．0

13．0

小計

平均 14．5

13．8

10.8
７
４
●
●

１
１

20.1

9．3

2尾

12．3 1.6 14.7

OIyziaslatipes メダカ 3．8

3．6

2．8

小計

平均 3．4

3.1

2．9

2．4

().8

0．8

0．7

４
４
２

●
●
。

０
０
０

ヒメダカ

3尾

2．8 0.8 0．3

Poeciliareticulata グッピー 5．4

小計

4．2 1．3 2．1

1尾

Rhinogobiusbrunneus ヨシノポリ 4．5

4．5

4．0

3．9

3．9

小計

平均 4．2

７
７
３
２
２

色
●
■
●
■

３
３
３
３
３

８
８
６
７
６

■
●
●
●
申

０
０
０
０
０

1．2

1．0

0．7

0．7

().6

5尾

3．4 0.7 0．8

合計 14尾

Z－9 善福寺川 和田堀橋付近

種 名

Pseudorasboraparva モッゴ

重
９
７
２
５
５
４
４

体
２
２
１
０
０
０
１

Ⅱ １Ｃ

一
局
２
３
０
８
８
７
０

体
Ｌ
Ｌ
Ｌ
Ｏ
Ｑ
Ｏ
Ｌ

Ｉ ⅡＣ

長
３
３
１
４
３
２
Ｊ

体
５
５
４
３
３
３
４

ｍＣ

長
１
６
２
２
２
０
２

全
７
６
５
４
４
４
５

計
均

小
平

９

備考

6尾
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備考体重9

30．3

25．5

9．5

種 名

Cobitisanguillicaudatus ドジョウ 17.4

16.3

11．8

小計一

平均15．2

15.0

13．6

10.1

令長c、体長c、 体商c、

2．1

1．9

1.4

3尾

12.9 1．8 21．8

合計 9尾

井の頭線車庫脇付近

名

ヒゴイ

K－1 神IⅡ川

種

Cyprinuscarpio

備考

他に視認25尾

白色

c、体長c、体高c、 体軍9

2382

2433

1960

889

572

591

642

771

728

2122

836

870

499

391

令長

51.0

51．0

48．0

36．0

31．0

31．0

31.5

34.0

32．0

49．0

37．0

33．5

32．0

30．0

'j,計

平均 37．6

43．0

42．0

41．0

30．5

26．5

27．0

26．0

29.0

27．0

42．0

31．0

28．0

26．5

26．5

15．0

13.5

13．5

11．0

9．5

9．5

11．0

11.0

10．5

13.5

1.0

10.5

8．5

7．5

他に視認2尾マゴイ

41尾

31.9 10．4 1120

Carassiuscarassuisbuergeriキンブナ 19.0

21.0

小計

平均20.0

15．0

17.0

０
０
●
■

５
６

４
０
０
６

１
１

2尾

16.0 5．5 132

Carassiusgibeliolangsdorfiギンブナ 14.5

小計

11.5 5．0 62

1尾
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種 名

Pseudorasboraparva モツゴ 8．0 7．0 1．7 5．3

7．8 6．5 1．5 4．0

3．5 2．9 0．7 0．5

小計

平均 6．4 5．5 1.3 3.3

全長c、体長cn1体高c、体重g 備考

3尾

Rhinogobiusbrunneus

０
７
５
３
６

●
●
●
色

●

１
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ

８
７
５
５
６

●
●
●
○

＄

０
０
０
０
０

９
３
１
６
３

●
●
卓
■

●

３
３
３
２
３

５
２
７
２
０

■
●
■
Ｄ

Ｃ

４
４
３
３
４

雪
Ｊ

計
姓

リ涜
小
平

アノシヨ 尾
尾
尾
尾
尾

９
０
３
７
９

３
２

６

×
×
×
×

合計 116尾

K－2 神田川 錦橋付近

種 名

Cyprinuscarpio ヒゴイ 38．0 32.0 12.5 1190

37．0 30．5 11．5 1113

34．5 29．0 12.5 1076

35．0 28．5 10．5 787

34．0 29．0 10．5 955

36．0 30.0 11．5 922

33．0 29．0 10.5 807

32．5 27．5 10．5 685

29．5 25．0 9．5 556

34．0 29．5 11．0 765

30.0 26．0 9．5 618

26．0 22．0 6．5 293

マゴイ 37．0 31.0 11.5 1107

小計

平均36.7 28.4 10.6 836.5

全長cm体長c、体高c、体重g 備考

他に視認68尾

他に視認69尾

150尾
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種 名

Carassiuscarassuisbuergeriキンブナ 24.0 19.5

19．0 15.5

14．0 11.5

14.0 11．0

小計

平均 17.8 14.4

全長c、体長cm 体高c、 備考体重g

226

132

50

49

7.(）

5．5

4．0

4．0

4尾

5.1 114

Carassiusgibeliolangsdorfiギンブナ 21.0 17.0

21．0 17．5

小計

平均21.0 17.3

159

173

０
０
，
■

６
６

2尾

6．0 166

Pseudorasboraparva モツゴ 5．2 4．4

6．5 5．5

小計

平均 5．9 5．0

0．5

1．0

３
８
●
■

１
１

2尾

1．60．8

ドジョウ 17．0 14．9

小計

Cobitisanguillicaudatus 2．0 22．5

1尾

RhinogobiuSbrunneus ヨシノポリ

５
４
９
３
５
６
５
０
２
８
０
０
７
３
９
７

●
●
●
●
由
■
■
■
●
●
■
■
●
ｐ
■
凸

３
３
３
４
３
３
４
４
４
３
４
４
３
３
２
２

１
９
２
５
９
０
７
３
４
３
２
３
２
８
４
２

■
●
●
●
■
Ｇ
■
●
■
●
申
■
■
●
●
■

３
２
３
３
２
３
３
３
３
３
３
３
３
２
２
２

５
６
６
７
６
６
８
７
６
７
７
６
６
５
３
４

■
●
●
●
●
●
●
Ｇ
●
●
●
●
Ｄ
Ｆ
ｅ
ｃ

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

９
５
５
０
４
４
９
６
０
９
３
６
６
５
３
２

■
■
■
●
●
■
■
●
●
号
●
●
■
●
■
■

０
０
０
１
０
０
０
０
１
０
１
０
０
０
０
０
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種 名

Rhinogobiusbrunneus

殖
３
５
４
５
６

体
０
０
０
０
Ｏ

ｍＣ

』
１
。
ま
、
〃
坐
【
〃
Ｉ
八
屍
Ｕ
〈
恥
Ｕ
八
齢
Ｕ

体
０
０
０
０
Ｑ

ｍＣ

長
５
３
０
０
１

体
２
３
３
ａ
ａ

Ｃ ｎ １

一
・
→
く

ｆ
０
０
７
６
７

令
３
４
３
３
＆

参
Ｊ

リ
計
払

債
小
平

アノ、ンヨ

ｇ

備考

2()尾

合計 179ig

K－3 神|}1川 鎌倉橋付近

種 名

Cyprinuscarpio

令長cIn体長c、体高c、

1891

776

817

396

126

108

1637

716

924

860

396

体頑9 備号

ヒゴイ 49．5

37．0

36．5

28．0

22．5

21.0

マゴイ 46．5

34．0

38．5

35．5

28．0

小計

平均34．3

40．5

30．0

39．5

22．0

17．5

16.0

38.0

26．5

31．0

28．5

23．0

13.0

9．5

10．5

8．5

5．0

4．5

12．0

10．0

10.0

11．0

8．0

1liZ

28．4 9．3 786

Carassiusgibeliolangsdorfiギンブナ 24.0

19．0

ﾋブナ 19.5

18．0

小計

平均20.1

19.0

14.5

15.0

14.0

７
５
６
５

250

119

136

95

０
５
０
５

4尾

15．6 6.(） 150
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種 名

Gnathopogonelongatus

elongatus

全長c、体長c、

タモロコ 6．2 5．0

体高cm体重9備考

1．2 2．1

小計 1尾

Cobitisanguillicaudatus ドジョウ 24．3 22．2

小計

1．8 16．3

1尾

Rhinogobiusbrunneus

８
５
４
６
０
１
２

●
①
◆
＄
●
●

■

３
３
３
３
３
２
３

７
２
０
２
７
６
９

舎
早
●
Ｇ
●
■

■

４
４
４
４
３
２
３

リ
卜
‐

Ｊ
言
雄

ポ
小
平

ノシヨ ８
８
８
７
６
５

■
■
●
●
●
申

０
０
０
０
０
０

1．4

1．0

0．9

0．8

0．5

0．3

6尾

0．7 0．8

合計 23尾

K－4 神111川 蔵下橋付近

種 名 全長cm体長c、 体高c、

12．5

11．0

10．5

9．0

8．5

11.0

1527

1153

958

612

447

960

体重9 備考

Cyprinuscarpio ヒゴィ

０
０
５
５
５
０

，
●
●
●
■
。

３
２
７
３
９
７

４
４
３
３
２
３

35．5

34．0

30．5

27．5

24．0

30．0マゴィ

小計

平均37．1

6尾

30． 2 18．4 943

Carassiusgibeliolangsdorfiギンプナ 23．018.

19．5 15.

19．0

21．5 17.

小計

平均20．8

15.

０
５
０
０

０
０
０
０

岳
●
■
■

９
６
５
７

232

142

107

190

4尾

16． 4 6．8 168
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種 名

Cobitisanguillicaudatus

全長cm体長c、体高c、体重9 備考

ドジョウ 11.3 9．7 1.0 6.3

13．0 11.6 0．8 3.1

小計 2尾

平均12．2 10．7 0．9 4．7

Rhinogobiusbrunneus ヨシノポリ 2．7 2．2 0．5 0．3

2.1 1．7 0．4 0．2

小計

平均 2．4 2．0 0．5 0．3

2尾

合計 14尾

K－5 神田川 方南第一橋付近

種 名 全長

Cyprinuscarpio ヒゴイ 43.5

32．0

28．0

ニシキゴイ 52．0

Cyprinuscarpio マゴイ 43．5

42．5

42．0

小計

平均40．5

全長cm体長c、体高c、

1807

720

435

2093

1622

1461

1587

体重9 備考

38．0

26．0

22．0

40．5

35．0

35．0

34．0

12.5

10.0

9．0

13．0

12．5

12.5

13．0

7尾

32．9 11．8 1389

Carassiusgibeliolangsdorfiギンプナ 24．0

20．0

20．5

20．5

17．5

18．5

18.5

18．5

18.0

15.0

小計

平均19．1

19．0

16．5

16．5

16．0

13．5

15.0

15.5

14．5

13．0

12．0

５
５
０
０
０
５
５
５
０
０

巳
。
■
●
■
■
Ｇ
●
●
●

７
６
６
６
６
５
５
５
５
４

１
８
０
５
０
７
４
１
０
３

７
５
６
３
３
０
３
０
７
６

２
１
１
１
１
１
１
１

10尾

15．2 5．8 133

合計 17尾
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魚類調査結果概要

1

1

K-41K-,
’

、

K－2地気名 M-llZ-31Z-5 Z－6 Z-71Z-8 Z－9 K－l K－3

｜
’

(銘

－’－
1

2 26 6131モツコ

6(鋤 (6) 14(31) 13(1W)3⑦ 7
111 6コイ

ギンフツー (1) 23 4 1O1 1 4

キンﾌナ 2 4

キンギョ 1

2 3-ll 1 2ﾄジョウ 1

ﾒﾀﾞｶ 3

１
１
ト
ー
１
１

’’
’
一

グッピー 1

戸

3 51 的 刈ヨシノボリ 21

1タモロコ

出1噸数

戸
、
Ｕ0 5 2 2 6

２

5 6 4

２

2

注一慨l硯函ミ（）剛ま目捌こより艤忍した数である

－17－
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Z一Z－7M－l

ヨシノボリ出現種なし
モッコ

I

メダカ

ギンブナ

緯

、

、
、
、
Ｌ
、

A 1

‘〆隻1
、

Z－9

貧
、

、

、

’
、、
～～

K－5妙正寺川妙正寺川
、

、｡、
、

I

－ －

、

一・１Ｊ

》

コイ モツコ

II ’II
ノ

'、ノ

塁
善福寺川 コイ

IIZ－6
一

旬 、‐ク『

ドジョウ』
、司

一

（

,lZ

、’一
ー

、

、

膠､1，肴

、
ギンブナr週

神田川

、
｛ー

一 一

手一一
コイ

K－4K－3K－2

K－l

コイコイ一~…

ヨシノポリ

N 琴 コイ

零－零

ヨシノポリ

ギンブナ ナ
モツコ

コイ

代表種分布図（魚類）

堅
幣

零

モツコ

－18－



3 底 生 生 物

れる。優lli穂は多くの地点でウチワミミ

ズの・稀であったが、斜l橋ではセスジ

ユスリカとなっていた。

ノk蘭判定結果は、爺上流の蒋柵寺公|填I

内の_l池と~卜池の間の水路では、強腐ﾉk

性水域（きわめてきたない水域）と判定

されたが､~下流のそれ以外の地点て､はα－

中腐水'性水域（かなりきたない水域）と

判定された。

善柵寺公I震lのl池と下池の間の水路で

はホタルを飼育しているが、採取ポイン

トではホタルの餌となるヒメタニシが多

く、河床には砂利と共にヒメタニシの殻

が多くあった。

③ 神1I1川

出現種数は会16種で環形動物の穐数が

多かった。優lli穂は3地点ともウチワミ

･ミズの一種となっていた。また、 上流部

のﾉﾄの頭線車庫脇では清水性繩のミズダ

ニの一穂が出現してL､た。下流の方南第

一橋付近ではコカゲロウの一穂が多くみ

られた。

生物学的水質判定結果は、3地点とも

α－中腐ﾉk性水域と判定された。

④ 和HI堀池

底ﾉ|ﾐﾉ|物はほとんど採取されず、ユス

リカ属が2匹のみて､あった。

(1)調査結果の概要

主なH1l現種はウチワミミズの一穂、イトミ

ミズの一種、シマイシビル、サカマキガイ、

セスジユスリカ、コカケロウの一棟であった。

これらはいずれも汚濁耐忍性種であった。汚

濁非耐忍性種はミズダニの一穂のみであった。

以ﾄﾞ、各河川ごとに述べる。

① 妙正寺川

f16穂がll1!現した。その中で双翅Ⅱと

環形動物が多かった。優占種はウチワミ

ミズの一極でその優11i度も高かった。ま

た、強腐水性水域（きわめてきたない水

域）の指標種で､あるセスジユスリカの個

体数も多かった。底/|言生物による水質判

定結果は、β一中腐水性水域（ややきたな

い水域）と判定された。これは出現種数

が多いためと考えられる。この採取地点

の河床はほとんどコンクリートて､覆われ

ており、この河床の一定距離ごとにIII形

に穴が開けられて、その穴の中に石礫が

入っている。底生ﾉ|乞物のﾉ|鉋､はそのI1I形

の穴にほぼ限られていた。また、この地

点ではマシジミが多く採取された。

② 善稲寺川

出現種数はI凋査地点をあわせて全部で

17種であった。その中で広範I川にわたっ

てみられるものは、環形動物ではウチワ

ミミズの一種、イトミミズの一種、シマ

イシヒ叡ル、双翅IIではユスリカがあげら

(2)調査方法など

ア 調背期間
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昭和63年10月25Ⅱ～同月28日 ③ 神田川

井の頭線車庫脇付近（久我1112丁目）

鎌倉橋付近（浜田山1丁目・下高井戸

4丁目）

方南第一橋付近（和泉4丁目）

④ その他の地点

和田堀池（大宮2丁目）

イ 調査機関

㈱環境管理センターに委託した。

ウ 調査方法

河床が石礫で河川形態が瀬の、該当地点

を代表する場所を選定し、サーバーオ､ツト

(25cm×25cmの金属方形枠に60メッシュの

サラシ網をつけたもの）によりコドラート

(25cm×25cm)内の底生生物を採取し、10%

ホルマリン液で|制定した。また、サンフ。ル

はl地点2コドラートとした。

サンフ･ルは分析フルイ（メッシュ42．0.35

mm)を用いて泥等を洗い流した後、肉眼

で認められる底生唯物をすべて拾い出し、

実体顕微鏡及び生物顕微鏡で鏡検し、種の

同定と個体数の計数を行った。

オ 底生生物による生物学的水質判定法

汚濁非耐忍性種の種数をAとし、耐忍性

種の種数をBとしたとき、2A+Bをもっ

て、生物指数(bioticindex)とする。こ

の数値により水質階級を判定した。

本来清i列な水域に

住み、汚濁に耐え

られない種

汚濁に耐え、汚濁

した水域に住むこ

とができる種

汚濁非耐忍性種(A)

汚濁耐忍性種 (B)

エ 調盃地点

妙正寺川l地点、善福寺川6地点、神田

川3地点及び和田堀池1地点の合計ll地点

で調査した。

① 妙正寺川

松下橋付近（下井草2丁目・3丁目）

② 善福寺川

善福寺上池と下池の間の水路（善福寺

2丁目）

寺分橋付近（善福寺1丁目）

井荻橋付近（西荻北3丁目・5丁目）

春日橋付近（荻窪2丁目）

尾崎橋付近（成田東3丁目・成田西3

丁目）

和田堀橋付近（堀ノ内1丁目・2丁目）

水 質 階 級生物指数

貧腐水性水域 Os

(清例な水域）

β一中腐水性水域 βm

(ややきたない水域）

α一中腐水性水域 αm

(かなりきたない水域）

強腐水性水域 Ps

(きわめてきたない水域）

>20

1l～19

6～10

0～5

(3)調査結果

p.21～p.23に記載した。

－20－



底生生物調査結果表

凋査地点
Z－4M－l K－l K－3 K－5 W－lZ－l Z－2 Z－6 Z－7 Z－9

生 物 名
耐忍性

水生昆虫 艀蛎目
1Baetissp. コカゲロウの一種 15B 4 18

ホシチョウバエ

ショウジョウバエの一種
オオケチョウバエ

セスジユスリカ

ユスリカの二種

PsychodaaLternata

２－３－４’５－６

Drosophi(asp.

Te(matoscopusa(bipunctatus

Chironomusyoshimatsui

Chironomusspp･

Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ

６’３’４－”｜唖 2

剛
一
個 1

197

2

8514 8 53

句
〃
，
』

軟体動物
カヮコザラ

ヒメタニシ

サカマキガイ
モノアラガイ
マシジミ

ドブシジミ

Ferrissinanipponica

Sinotaiaquadratahistorica

PhySaaCuta

Radixauricu[ariajaPonica

CorbicuLaleana

Sphaeriumtucustrejaponicum

７
ｌ
８
ｌ
９
ｌ
ｍ
－
ｕ
－
ｍ

Ｔ
一
一
喝
一
一
２

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

38

１
－
鰯
－
６

21 81 27

７
’
１

1

27

環形動物

ウチワミミズの一種
ミズミミズの一種
ヤドリミズミミズ

イトミミズの一種
ユリミミズの一種
エラミミズ

フトミミズの一種
ヒラタビル

ヌマビル

イシビル

シマイシビル

画一皿一嘔一岨一画’昭一四一ｍ一ｍ一理一率一

Derosp,

Naissp.

Chaeto9osterlimnaei

Tubifexsp.

Limnodri[ussp.

Branchiurasowerbyi

Pheretimasp.

G[ossiphoniacomptanata

HetobdeUasta9naLis

Barbroniavaberi

ErpobdeUaUneata

791

Ｂ
ｌ
Ｂ

300

伽
－
３

１
’
７
’
１
－
拍

恥
一
弘

恥
－
７

ｗ
｜
例
－
５

卸一塑一２｜Ⅱ

２
｜
塑
旧 24

10

16

Ｂ
｜
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

別
－
９
’
１

ｎ
－
１

４

1

Ｆ
一
■
■
且 3

11

691 31 121 34

２
－
弱

61 81 101 211 12

1 15 1
節足動物

ミズダニの一種
ミズムシ

アメリカザリガニ

Hydracarinasp.

AseUushit9endorfii
Procambarusclarkii

型
一
率
一
配

Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

4

’ 1
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生物学的水質判定結果表（底生生物）

凋査河川名凋査河川名凋査河川名

妙正寺川 福 寺 川菫
[＝ゴ

地点名地点名

M－l Z－2 Z－9Z－l Z－4 Z－6 Z－7項項 目目

出現種数

清水性種 A

汚濁性種 B

生物指数(2A+B)

５
０
５
５

６
０
５
５

１
１
１

０
０
９
９

１ ６
０
６
６

０
０
０
０

１
１
１

７
０
７
７

８
０
８
８

優占種種名（学名）

耐忍性

優占度（％）

Sinotaiaquadratahistori

ヒメタニシ

B

42．7

DerOsp.

（和名） ウチワミミズの一種

B

44．1

Physaacuta

サカマキガイ

B

32．9

Chironomusyoshimatsui

セスジユスリカ

B

66．6

Derosp.

ウチワミミズの一種

B

58．6

Derosp.

B

64．2

0erOSp.

ウチワミミズの一種 ウチワミミズの一種

B

69．5

ベックー津田法による

生物学的水質判定結果

βm

β－中腐水性水域

Ps

強腐水性水域

qrn

a－中腐水性水域

qrn

a－中腐水性水域

αIn

a－中腐水性水域

qrn

a－中腐水性水域

qnl

α一中腐水性水域

凋査河川名

和田堀池神 田 川
地点名

K－l K－う W－1K－3
項 目

出現種数

清水性種 A

汚濁性種 B

生物指数(2A+B)

７
１
６
８

７
０
６
６

０
０
９
９

１ １
０
１
１

ｊ
７

学
和
％

く
く
く

名
性
度
忍
占

種
耐
優

種占優

Derosp.

37．0

ChironomussPP.

ユスリカの二種

B

100．0

Derosp.

74．7

Derosp.

名
名
Ｊ

ウチワミミズの一種

B

ウチワミミズの一種

B

ウチワミミズの一種

B

62．2

ベックー津田法による PsqIn

生物学的水質判定結果 a－中腐水性水域

qIn

a－中腐水性水域

qIn

a－中腐水性水域 強腐水性水域
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Z一M－1Z－2Z－l

イトミミズの一種

、=鬘－
…＝

ー

セスジユスリカ
ヒメタニシ イトミミズの一種サカマキガイイトミミズの一種

コカケロウの一種
マシジミマシジミ

１
０
０

、

サカマキガイ

ー 一W－1

ミニ二－1Z－4
1’

1

1 Z－9〆
＝

〆

〆

〆－－、、ノ 、

↓

、
､

ミジミ雲三動
I

〃
、

、

妙正寺川 ～．、
、

匙=一軍＝毛ウチワミミズ 一一
ズ、
、
、

、
、
、

ワチウ

、
》

羨
／

Ｉ

ユスリカの一種
ノ

ク、ノ
鳥ミズミミズの一種 シマイシビル 善福寺川

そ二二雲
】

且.－．
－

，～

Z－6

K－5

、&､,L､掩玲
､．、、へ
j，.、

、
ご 、

戯
神田川

こ＝

』

一

ミズミミズの一種

K－3K－1

＝

セスジユスリカ イトミミズの一種
ユスリカの一種

ミー醇垂二動退勢華室三毛
ウチワミミズ

ウチヮミミズ
ミズダニの一種 コカケロウの一種

ミズミミズの一種シマイシビル

代表種分布図（底生生物）
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4 付着藻類と動植物プランクトン

ものである。

植物う。ランクトンの出現種の結果をみ

ると、付着藻類にみられるものとほとん

ど同じであった。

動物プランクトンをみると、妙正寺川

ではワムシ類が多くみられたが、善福寺

川、神田川では有殼アメーバ類が多くみ

られた。

(1)調査結果の概要

河床の石礫に付着している藻類と、流水中

に浮遊している動植物プランクトンについて、

その種類、量、優占種などの結果を中心に述

べる。

① 付着藻類

主な出現種は、藍藻類ではユレモ、緑

藻類ではイカダモ、キヌミドロ、珪藻類

ではマガリケイソウ、クサヒずケイソウ、

フオ､ケイソウ、ナガケイソウなどであっ

た。

河川ごとにみると、妙正寺川26種、善

福寺川52種、神田川31種、和田堀池45種

であった。優占種は、妙正寺川ではクサ

ビケイソウ､善福寺川ではフオ､ケイソウ、

神田川ではクサビケイソウ、和田堀池で

は緑藻類のアクティナストルムであった。

付着藻類による生物学的水質判定結果

は､貧腐水性水域からβ－中腐水性水域と、

底生生物の判定結果より良い結果となっ

た。これは、底生生物に比べて付着藻類

のほうが出現種数が多くなる傾向がある

ためである。

(2)調査方法など

ア 調査期間

昭和63年10月25日～同月28日

イ 調査機関

㈱環境管理センターに委託した。

ウ 調査方法

① 付着藻類

河床から表面の滑らかな石礫を選定し、

5×5cmのゴム板製のコドラートを当て、

コドラート内の付着物をブラシでバット

内に洗い落とし、5％ホルマリン液で固

定し、持ち帰る。

この試料から緑藻類、藍藻類について

は、そのまま検鏡し同定する。珪藻類に

ついては酸処理後、う°レウラックで封入

したう。レパラートを作成し、これを検鏡

し同定を行う。定量については、試料力、

ら一定量分取しスライドク・ラス上にのせ、

顕微鏡下で種別に細胞数の計数を行う。

② 動植物プランクトン

本調査で採取されたフ･ランクトンは、

河床付着生物の剥離したものと、善福寺

池等の止水域に生息するものが流出した
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② 動植物プランクトン

上水試験法に準ずる方法で、河川水を

51%ずつ採水し、ホルマリンを1％加え

て同定し試料とする｡持ち帰った試料は、

24時間静置後、濃縮し、顕微鏡下て種の

同定及び計数を行う。

(3)調査結果

p.26～p.35に記載した。

エ 調査地点

付着藻類については、妙正寺川l地点、

善福寺川5地点、神田川3地点及び和ll1堀

池1地点の合計10地点で調査した。

動植物プランクトンについては、妙脈寺

川の松下橋、善福寺川の尾崎橋及び神Ⅱ1川

の鎌倉橋の3地点で調杏した。

① 妙正寺川

松下橋付近（下井草2丁目・3丁目）

② 善福寺川

善福寺上池と下池の間の流路（善福寺

2丁目）

井荻橋付近（西荻北3丁目・5丁目）

春日橋付近（荻窪2丁目）

尾崎橋付近（成田東3丁目・成田西3

丁目）

和田堀橋付近(堀ノ内1丁目・2丁目）

③ 神田川

井の頭線車庫脇付近（久我山2丁目）

鎌倉橋付近（浜田山1丁目・下高井戸

4丁目）

方南第一橋付近（和泉4丁目）

④ その他の地点

和田堀池（大宮2丁目）
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付着 藻類調査結果表

凋査地点
M－l Z－4 K－3Z－l Z－6 Z－7 K－5K－lZ－9 W－l

生 物 名
耐忍性

－トーート藍藻類
アファカノカプサ
カサネイタランソウ

’１｜砧Aphanocapsade[icatissima
Nerismpediaele9anS

0sciUatoriaforIwosa

0sciUatoria(1mosa

OsciUatoriatenuis

OSciUatoriaSp.

Phormidiumtenue

ＢｌＢ－Ｂ－Ｂ－Ｂ

１ｌ２ｌ３－４－５ｌ６ｌ７

ユレモ

ユレモ

ユレモ

ユレモの一種
フォルミディウム

130 ｜翅

毒仁：160

2301

140

1801Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
一
一
Ａ
｜
Ｂ
ｌ
ｌ
Ａ
－
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
一
一
Ｂ
ｌ
Ａ
－
Ａ
一
一
Ａ

フォルミディウムの一種8Phormidiumsp. 64

1サヤユレモ

クンショウモ

ﾜ目
らづ9Lyn9byacontorta

緑藻類
10Pediastrumtetras 1

サメハダクンショウモ 1

１
１
’
３
’
３
個
１
１
６

11Pediastrumboryanum

ヒトヅノクンショウモ12Pediastrumsimp(ex

13Coe(asturummicroporum ケラスツルム

コダテラ14ChodateUavratis[awiensis

イトクズモ
シュレデリア

イ万ダモーー

６
－
－
１
－
－
３

６
－
１
’
３

1 1Ankistrodesmusfatcatus

Schroederiaseti9era

SCenedesmusacuminatus

I

嘔
一
咽
一
画 ５
一
一
二
５
二
一
５

イカダモ 418Scenedesmusbiju9a

イカダモ19Scenedesmusintermedius

イカダモ20Scenedesmusmicrospina

イカダモ 10

22

8

31

3

21ScenedesmuSquadriCauda

イカダモ 51 4

11

460110201 1901 300

12 6

17

22Scenedesmusspinosus

イカダモの一種
キヌミドロ

4SCenedesmussp.

Sti9eocLoniumtubricum

３
４

２
２

キヌミドロ25Sti9eocloniumtenue

26Sti9eocLoniumSp. キヌミドロの一種 87

クルシゲニア

１一助27Cruci9eniacrucifera

28Actinastrumhantzschii アクティナストルム

珪藻類

０
７

２
１

29Achnanthes(anceolata マガリケイソウ

別
一
Ｆ

36

100

０
１

３
３ マガリケイソウ

マガリケイソウの一種

511 1701 1820 680

1

930150

１
一
二
３
一
二
３

Achnanthesminutissima

AChnanthessp.

コバンケイソウ 11 140 4

１
二
１

32Cocconelsp(acentu[a

コマルケイソウ

３
’
３
一
四
一
冊
’
’
６

1

Ｆ
■
■
■
■ 133Cyc[oteUacomta

34CymbeUatur91duta クチビルケイソウ

クチビルケイソウ35CymbeUatur9ida沁一諏一犯一調

クチビルケイソウ

オビケイソウ
オビケイソウ
オビケイソウ

オビケイソウ
オビケイソウ

CymbeUaventricosa

Fra9itariaconstruens

Fra9ilariaconstruensv・binodis

Fra9ilariaconstruensv.ex19ua

Fra91tariacrotonensis

Fra911ariaintermedia

Fra9i[ariasp.

FrustuUarhomboidesv.saxonica

３
－
－
１

4 弘一旧一

40Fra91Laria

41Fra911aria

42Fra9i[aria

43FrustuUa

9T-MI6 二4オビケイ
ヒシガタケイソウ －26－



付着 藻類調査 結果 表

凋査地点
M－l Z－l Z－7 Z－9Z－4 Z－6 K－l K－3 K－5 W－l

生 物 名
耐忍性

ヒシガタケイソウ44Frustuliavut9aris A 1

456omphonemaacuminatumv.coronatum クサビケイソウ 3A

クサビケイソウ46Gomphonemaan9ustatum 5 39B 1 28 4

クサビケイソウ47Gomphonemaau9ur B 67 1

クサビケイソウ48Gomphonemaconstrictum A 1

クサビケイソウ49Gomphonemaintricatum
B

１
一
一
劃
一
一
Ｆ

A

クサビケイソウ50Gomphonemalon9iceps 19

クサビケイソウ51Gomphonemaparvu!um 670 330 280 1050

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

960

1

如
一
Ⅵ
｜
Ⅶ52Gomphonemapseudoau9ur クサビケイソウ 91 21

クサビケイソウ53Gomphonemasphaeropnorum 32

クサビケイソウ54Gomphonemasubtile ’

クサビケイソウの一種55Gomphonemasp. 11

チャヅツケイソウ56Ne(osira9ranu[ata 14

６
｜
泊

1030A

57Netosira9ranutatav.an9ustissimaチヤヅツケイソウ A

58Ne[osiraitalica

59Nelosiravarians

62NavicuLadecusis

Ａ
Ｂ
Ｂ

チャヅツケイソウ
チャヅツケイソウ

ｍ
ｌ
１
ｌ
３28 68

16

150
10
↓ ノ

叩
一
抑

乳
一
弘

190

8フネケイソウ60NavicuLacryptoc60NavicuLacryptocepha(a 3 38

４

61NavicuLacryptoc61NavicuLacryptocePhatav.veneta フネケイソウ 1B

フネケイソウ

１
－
１
－
１
’
９

Ａ
一
Ａ

フネケイソウ63NavicutadiCephata

フネケイソウ 664Navicu(aLanceoLata

１
｜
記

B

フネケイソウ 270

640

20395012430

1 19
261

3670

14

型
抑
－
４

65Naviculaminima B

フネケイソウ

３｜相866Navicu[amutica

６
’
８
’
’
３

B

フネケイソウ67Navicutapupula
Ⅱ

１
．
１

Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ

フネケイソウ 6168Navicularadiosa

フネケイソウ 19

3

69Navicu(arhynchocephala

フネケイソウ 5 1

４｜’70Navicu[asalinarum B

71Naviculasa[inarumv.intermedia フネケイソウ 1

3

1B

72Navicutasp. フネケイソウの一種
ハリケイソウ

３
一
位

34 ’ 1

1 58
73Nitzschiaacicu!aris B

ハリケイソウ 71 691 17

34

４
’
１

2274NitZschiaamphibia

Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

ハリケイソウ

ハリケイソウ

75Nitzschiafi[iformis

76Nitzschiapatea 31 61 47 1711711

ハリケイソウ 6B77Nitzchiapa[eacea

78NitzschiatrybryoneUa ハリケイソウ 1B

ハネケイソウ

１
二
１

17

６
９
１

79Pinnutariabraunii 3 21

Ｂ
ｌ
Ｂ １
’
’
１
－
塑
一
旧
－
３

ハネケイソウ

５
｜
’

180Pinnu[aria9ibba 1

6マガリクサビケイソウ
ノ

年81Rhoicospheniacurvata A

オオバンケイソウ

ナガケイソウ
ナガケイソウ
ナガケイソウ
マュケイソウの一種

Larobusta

acus

rumPens

ulna

1SSp.

A82SurireUa

83Synedraa 1A １
｜
叩

３
｜
蛇

B

57~Fpr 3501 39 84 1B

1B
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出現種数
清水性種 A 

汚濁性種 B 

生物指数 (2A+B)

優占種

（和名）
耐忍性
優占度（％）

ベック ー 津田法による
生物学的水質判定結果

生物学的水質判定結果表（付着藻類）

口
妙正寺川

M -1 

26 

3 

22 

28 

種 名（学名） Gomphonema parvulum 

クサビケイソウ
B 

60.4 

0 s 

貧腐水性水域

：項 目

出現種数
清水性種 A 

汚濁性種 B 

生物指数 (2A+B)

優占種

（和名）
耐忍性
優占度（％）

ベック ー 津田法による
生物学的水質判定結果

Z - I 

29 

10 

17 

37 

tPhorm\d\um enue 

フォルミディウム
B 

39.9 

Os 

貧腐水性水域

K-1

20 

2 

17 

21 

種 名（学名） Navicula mutica 

フネケイソウ
B 

32.2 

Os 

貧腐水性水域

善

Z - 4 

20 

゜

19 

19 

i i iNav cula m n ma 

フネケイソウ
B 

64.3 

/J m 

/3 ー 中腐水性水域

神 田

K - 3 

20 

4 

14 

22 

i iMelos ra var ans 

チャヅッケイソウ
B 

31. 9

Os 

貧腐水性水域

福 寺 ) l l 

Z - 6 Z - 7 

18 20 

1 1 

16 18 

18 20 

i i iNav cula m n ma i i iNav cula m n ma 

フネケイソウ フネケイソウ
B B 

55.3 55.2 

/J m Os 

f3 ー 中腐水性水域 貧腐水性水域

J I l 和田堀池

K-5 W-1

10 45 

3 ， 

6 34 

12 52 

t i ti iAchnan hes m nu ss ma ti tAc nas rum han zscht ii 

マガリケイソウ アクティナストルム
B B 

57.1 34.0 

/J m Os 

/3 ー 中腐水性水域 貧腐水性水域

Z - 9 

24 

1 

22 

24 

Gomphonema parvulum 

クサビケイソウ
B 

28.8 

Os 

貧腐水性水域

-28-



■

Z－1 W－l

『
ｒ
ｌ

Ｆ

ｈ』蝿画一函幽輯塑一謁函銅竺一港

〆
闇
岬
Ｈ
ｐ
ｎ
Ｈ
州
ｎ
Ｈ
ｎ
感
Ⅱ
０

｜
・
島
Ｐ
，
‐
，
ｒ
Ｐ
‐
Ｌ
、
■
‐
‐
・
し
‐
‐
・
ｐ
Ｉ
Ｐ
‐
Ｉ
‐
，
‐
‐
‐
‐
■
１
１
Ⅱ
１
１
０

■
笹
■
慎
山
脚
凹
■
Ｆ
匹
１
‐
“
｝
ロ
、
１
‐
‐
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ＬI

ケイソウフネ アクティナストルム

クサビケイソウ （Ⅳ‘ ､加加α）

キヌミドロ

‐
鎧
一
雲
一
雲
一
一

ナガケイソウゾ

(,W.gγα7tulg"

チャヅツケイ】イソ ウ
フォルミディゥム

マガリケイソウ マガリケイソウ
ノ

４
０
９
‐
Ｑ

Ｊ
Ｃ
Ｖ
１

-Z－ 4－ ー 一 、
．
、

一一
一

４
Ｊ

フネケイソウ

(N.mmmα）

クサヒ．ケイソウ

-Z-6

ﾆヌミドロ

、

、一

〆

〆
l
q

、ノ 、〆

チャヅツケイソウ

(#W.g7'"7'ulgtd)

、
～

Z－9妙正寺川 、｡、
、

I
一 一 ｰ 一

キヌミドロ 一・！〃・一、I |〃
ノ

ノ

／

,、ノ

塁

巴一

、

、

D

ノ

奎

クサビケイソウ マガリケイソ ウ

マガリケイソウ、

-Z-6 ネケイネケイソウ

".III加加α）

フ
／
Ｉ

1
0

、.－
ー

、

←
岳飛

1 ,q一一

jL.、

、

K－5
/／

フネケイソウ

（〃・耐加加α）

一一

K－1 K－3
キヌミドロ

＃

ウソイ

、
臘
帆
Ⅲ
Ⅲ
川
叩
Ⅲ
ケリガマ

聯クサビケイソウ

’
１
‐
ｌ
‐
‐
動
‐
‐
‐
。
即
皿
町
町
副
凹
邨
■
Ｄ
ロ
町
Ⅷ
Ⅷ
ｍ
Ｎ
Ｍ
Ⅱ
ｕ
Ｏ

フネケイソウ

（〃・胴utica)
クサビケイソウ

コバンヶィソゥ

チャヅツケイソウ

(M."71"s)
ナガケイソウ
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動 物 プ ラ ンク ト ン 調 査 結 果 表

K－3
調査地点

M－1 Z－7

生 物 名 ｜| P
耐忍性

アメーバ類

ナベカムリArceUavu(9aris

CentrOpyXiSaCureata

Diff[u9iaumn ica

Eu9LyphafiUfera

１ｌ２ｌ３ｌ４

B 19

｜塑一型

28
戸 へ

00

トゲフセツボカムリ
イケツボカムリ

ウロコカムリ

22B 11

B 28 4

B

５
｜
理

B 8 4

B 4

B 刈
二

B 46 9 9

真正輪虫類 ツボヮムシ類
B 4

B 4

B 72

ミズワムシ類

B
戸 イ、

DJ 37

B 4 4

B 23
ー

｡ 9

ハナビワムシ類
B 11

4
ー

｡ 9

1

1 13B

－30－



植 物 プ ラ ン ク ト ン 調 査 結 果 表

｜
’

凋査地点

|K-3
1
1

Z－7M－1

生 物 名
|

’耐忍性

琴藻類
カサネイタランソウの一種
サヤユレモ

280B

ｑ
ｌ
Ｌ
－
ｎ
〃
』

Nerismopedlasp.

Phorwlldiumtenue 730B

緑藻類
3Actinastrumhatzschii

4Ankistrodesmusfatcatus

5CliSteriumsp.

6HydrodictyonreticuLa[um

7Cosmariumsp.

8Golenkiniaradiata

9pediaStrumdUPLex

10ScenedeSmUSactuSf・costutatus

11Scenedesmusacuminatus

12Scenedesmusbiju9a

13Scenedesmus(on9ispina

アクティナスツルム

イトクズモ
ミカヅキモの一種
アミミドロ

ッヅミモの一種
ゴレンキニア

フタヅノクンショウモ

イカダモ
イカダモ

イカダモ
イカダモ

B 22130

2250290730BＢｌＢｌ

1

4220

１

B

240

B 1

970B

280290970

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

24

1

240

11700 290

2805110 1B

490B

280B

730B

類
1130A

n

280147028700B

1

空
墾
坐
至
空
璽
聖
聖
型
里
聖
墾
型
亜
坐
璽
聖
聖
迎
坐
竺
心

1410

1

Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ

A

490

64801460B

560A

16902060240

1A

280A ’
’
１
’

240A

280B

1A

280240A

5605000A

1410730A

1A

1A

1A

280B

1A

880240B

｜
’

’１

A

豆－1－二87601 12070－ 1970 －31－



植物う°ランクトン調査結果表

凋査地点
K－3Z－7M－1

生 物 名
’

’耐忍性

1180

1

クサビケイソウ

エスガタケイソウ
チャヅツケイソウ

チャヅツケイソウ
チャヅツケイソウ
フネケイソウ
フネケイソウ
フネケイソウ
フネケイソウ
フネケイソウ

Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
｜
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ａ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
｜
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
｜
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ａ

44Gomphonemasphaerophorum

456yrosi9maacuminata
46MeLosira9ranutata

47Metosiraitauca

48Ne(osiravarians

49Navicu(acryptocephala

51Navicu[atanceotata

52Navicutamutica

53Navicutapuputa

54Navicu恒radiosa

55Navicuいrhynchocepha(a

56Neidiumdubium

57Nitzschiaamphibia

58Nitzschiakutzin9iana

59Nitzschiapatea

60Nitzschiaparvuta

61Pinnulariabraunii

62Pinnutaria9ibba

63Stauroneisjaponica

, 64Surireuaan9uSta

| 65SurireUatinearis

8030

11190

490

240

240

970

240

4620

1950

０
’
０
０

６
り
］
７

６
９
９

３
４
１

１

19720

2360

■ U D

50NaviCu恒cryptocepha[av, ex1us

840

０
０

７
６

７
３

１
２ ０
０
０

６
６
６

５
５
５

フネケイソウ
フネケイソウ
ニセフネケイソウ

ハリケイソウ
ハリケイソウ
ハリケイソウ
ハリケイゾウ
ハネケイソウ
ハネケイソウ
ジュウジケイソウ

オオバンケイソウ

オオバンケイソウ
ナガケイソウ
ナガケイソウ

ナガケイソウ

ナガケイソウ

ナガケイソウ
v.intermediaヌサガタケイソウ

20602680

1180970

590

880

1180

和一割

280

０
０

８
８

２
２

1
65

66Synedra aCuS

putcheua

rumpenS

uma

u(nav.ramesi

iafenestrata

1

730

1950

67Synedra
560

39710

280

1

18550
68Synedra

69Synedrau[
I

70Synedrau(

71Tabeuaria
’’’ 490
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生物学的水質判定結果表（動物プランクトン）

淵きり可川名

神田川善福寺川妙正寺川
地点名

即1－1 K－3Z－7
項 目

出現種数

清水性種 A

汚濁性種 B

生物指数(2A+B)

９
０
８
８

１
０
０
０

１
１
１

２
０
１
１

１
１
１

Ｊ
ｊ

学
和
％

く
く
く

名
性
度
忍
占

種
耐
優

種占優

ArCeUavul9aris

ナベカムリ

B

39．3

KerateUacoch!earisv.te

名
名
Ｊ

カメノコウワムシ

B

27．8

LepadeUaoblon9a

ウサギワムシ

B

21．5

ベヅクー津田法による βm

生物学的水質判定結果 β一中腐水性水域

αrn

a－中腐水性水域

αIn

a－中腐水性水域

生物学的水質判定結果表（植物う。ランクトン）
凋査河川名

妙正寺川 善福寺川 神田川
地点名

K－37 －‐フ
ー》1－1

出現種数

清水性種 A

汚濁性種 B

生物指数(2A+B)

46

10

32

52

６
５
０
０

２
２
３

41

11

28

50

ｊ
ｊ

学
和
％

く
く
く

名
性
度
忍
占

種
耐
優

種占優

Achnanthesminutissima

名
名
ｊ

マガリケイソウ

B

25．8

Nelosiravarians

チャヅツケイソウ

B

24．4

SynedrauLna

ナガケイソウ

B

47．0

ベックー津田法による

生物学的水質判定結果

Os

貧腐水性水域

Os

貧腐水性水域

Os

貧腐水性水域
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Z－1-M -1

鰐カメ ノコゥヮムシ

トゲフセツポカムリ

ウサギヮムシ

ウサギヮムシ
リガネムシツ

偉き
〆

〆
、

〆

〆 l
、

、
一
一
邑

〆
〃
画
Ｊ
■
１
５

~

妙正寺川 、

へ

、彩埼
｣L－
一－

]｢~1

、
１ 1、~

I
ノ

-K-3
「

イ

〃,、ノ

基
善福寺川

ミ、三
、

､蕪
神田川

トゲフセツポカムリ 』汐rナベカムリ 〃 ＝＝

エ

ー

代表種分布図（動物プラ ンクトン）
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1-M-
’

｜
’

霧
コマルケイソウ

ケイソウ アクテイナストルムマガリ
’

ナガケイソウ チャヅッケイソウ

(:W.〃αγ"7Is)

チャヅツケイソウ
(M.itα〃cα）

、
１
０

ー 一一 一 ■

陸 ､

、

一
一

〆

〆 ll
、、ノ一 ～

〆

〃
Ｊ
●
０
１
叩 LL

妙正寺川妙正寺川’

易“一、
L－
｢1

、

、
》

へへ

■
-K-3

’
ノ

円
’

1

1

、

善福寺川氏

i
、

、

D

〃

圭j垂
1

ー 甲

、

奎猴、’
神田川

=r/／ ＝

＝＝

アミミドロ
一一

チャヅツケイソウ

(M."g7i"s)

ナガケイソウ

代表種分布図（植物プランクトン）
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5 昭和57年度調査との比較

いた。

善福寺川では、上池と下池の間の水路

の出現種数は昭和57年度に比べて本年度

は減少していた。特に、カワニナ、マシ

ジミは昭和57年度にはみられたが、本年

度では採取されなかった。ただし、ホタ

ルの餌となるヒメタニシは採取された。

また、善福寺川のほとんどの地点で、出

現と個体数が昭和57年度に比べて少なく

なっていた。

神田川では、井の頭線車庫脇で、昭和

57年度に出現していた強腐水性水域の指

標種であるセスジユスリカ、イトミミズ

が本年度はみられず、下流の地点でも個

体数が減少したり、出現しなかったりし

ていた。

ただし、この変動は季節や調査年度に

よっても、また、河川整備工事などの有

無によっても異なってくるので、そのた

めと考えられる。

③ 付着藻類

ほとんどの地点で、出現種数は昭和57

年度に比べて本年度の方が増加していた。

ただし、出現した種の大部分は、汚濁

耐性種であった。また、昭和57年度に優

占的であったクサヒ争ケイソウ、フオ､ケイ

ソウは本年度も多くみられた。

(1)概要

杉並区では昭和57年度にも本年度と同じ地

点で調査を実施しています。そこで、魚類、

底生生物、付着藻類及び動植物プランクトン

について、昭和57年度と本年度の調査結果を

比較しました。以下、項目ごとに述べる。

① 魚類

妙正寺川では、昭和57年度と同様に本

年度も魚類は出現しなかった。

善福寺川では、尾崎橋から下流で昭和

57年度にはみられたコイが、本年度はみ

られなかった。ギンブナも宮下橋から下

流でみられなくなった。

神1I1川では、鎌倉橋から下流では昭和

57年度にはモツゴがみられたが、本年度

はみられなくなった。

ただし、全体的に優占しているコイ、

フナ、モツゴ、ヨシノポリなどは昭和57

年度と同様に本年度も多くみられ、大き

な変動はみられなかった。

② 底生生物

妙正寺川では、昭和57年度に比べて本

年度の方が出現種数が多くなっていた。

本年度は昭和57年度には見られなかった

マシジミが多く採取された。また、昭和

57年度に優占していたセスジユスリカ、

イトミミズなどは本年度も多く出現して

④ 動植物プランクトン

フ｡ランクトンは、上流の止水城からの
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流出か､河床の石礫からの剥離物である。

植物プランクトンではWI現種に大きな

違いはなく､付着藻類の場合と同じであっ

た。

動物プランクトンでは昭和57年度は鞭

毛虫類のコナヒケムシやミドリムシの類

が多く出現したが、本年度ではこれらの

種はみられず、ワムシや有殼アメーバが

比較的多く出現していた。

以上のように魚類や底生生物などの出現

種（特に優占的な種）は、本年度も昭和57

年度と同様に州現しており、さらに、出現

したほとんどの種が汚濁耐性種で、昭和57

年度に比べ生物相に大きな変化はみられな

かった。

(2)比較結果

p.38～p.52に記載した。
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昭和57年度との比較（魚類）

、

Z－3 Z－5 Z－6 Z-71Z-8

峰ゞ、、、

M－l Z－9 K－l K－2 K－3 K－4 K－5

極名

ウグイ ×

一’○ ◎｜◎ ◎ ◎ ◎｜×モツコ × I ×

タナゴ， － Ⅱ 一

タモロコ ○

コイ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎× × ×

ｷﾞﾝﾌｦｰ ◎ ◎ ◎ ×｜◎ ◎ ◎｜◎ ◎×

キンブナ ◎ ○× × I × × ×

キンギョ ○×

ﾄジョウ ○ ◎’○ －｜◎ ◎｜◎× × × ×

メダカ ○

ｸﾞｯﾋｰ ○’一

カダヤシ × ×

○ヨシノボリ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○×

オオクチバス ×

注一:出現ぜず ×:57年腐りろ出現 ○:田…的出現 ◎:57頃巽呼f渡両明司こ出現

－38－
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昭和57年度との比較（底生生物）
調査地点：M－1

合 計昭和63年度昭秘57年度
生 物 名

7K午r私咀 悪亭

コカゲロウの一種 15 15Bl83etissp

６
－
３
’
’
４

６
’
３
－
４

ＢｌＢｌＢ－Ｂ－ＢｌＢ

ショウジョウバエの一僅30rosophi[asp

オオケチョウバ工4Te[matoscopusatbipunctatus

12上 125Pentaneurasp

セスジユスリカ

珂一Ⅷ

姻一皿356

ユスリカの二種

カワコザラ

7Chironanusspp･

軟体動物
8FerrisslnanlpPonlca

9Phy”acuta

７
’
３

１
４

哩
竺
２

Ｂ
－
Ｂ

サカマキガイ

マシジミ 2

Ｂ
ｌ
－
Ｂ

l0Corbicub【“､a

ウチワミミズの一種

ヤドリミズミミズ

利一２－》一四一哩一１｜”

秘－２｜唖一旧

ｅａｎｍ

ｌ

ｒｅ

ｔ

《
、
ご

り
《
Ⅷ
》

円
贋
盛
叫
》

Ｓ
０
ｔ

Ｏ
ｅ

ｒ
ａ

ｅ
‐
ｈ

Ｒ
リ
ハ
し

１
上
う
』

１
１

イトミミズの一種

ユリミミズの一種
エラミミズ
ヌマビル

シマイシビル

ＢｌＢｌＢｌＢｌＢ

６
２

７
４

７５

l3TubifexSP･

l4Limn刺riluSSp･

l58ranchiu｢asoverbyi

l6HelobdeUasta9nalis

l7ErPobdeUalineata ｜
’

１
｜
的

節足動物
18ASeUushil9endorfii B |ミズムシ 44

調査地点：Z－l

I

合 計

惑廻
昭和57年度 昭和63年度

生 物 名
耐 一一一一一垂一一一垂一一

一一一一一一一一一一一一
一一一亜一唖函睡一函函垂

水生昆虫 双翅目
lChironmusyoshimatsul

2Chiron”usspp．

セスジユスリカ
ユスリカの二極

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

一橦ユス13Chi｢on伽ussp・

軟体動物
4Sinotalaqu3dratahisto｢1Ca

5SemisuIcospiralibertina

B

ヒメタニシ

カワニナ

Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

マシジミ6Corbicu1a［eana

遍形動物
7Tubifexsp． イトミミズの一

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ ’

エラミミズ
シマイシビル

限［ ｙ
ａ

ｂ
ｔ

ｒ
３

８
ｅ

的
．
ｍ

Ｓ
Ｉ
、

ａ
３

町
ｕ

’
１
ｅ

０
ｈ
‐
。

Ｃ
，
０

，
０

３
ｐ
ｒ
ｒ

Ｒ
】
Ｐ
上

調査地点：Z－2

合 計

|，‘和…’
昭和57年度 昭和63年度

生 物 名 口２１

水生昆虫 艀蛎目
コカゲロウの一種

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ ＝

lBaetiSsp

双翅目
Psych側aalternata

’３－４－５

ホシチョウバエ

１’６－狸－１

１
６
４
１

３３

Ｂ
－
Ｂ

ｅ
ｌ

Ｐ
ｌ

セスジュスリカChi｢onmusyoshimatsul

Ｂ
ｌ
Ｂ

2

ユスリカの一種6Chiron”ussp

軟体動物
ヒメタニシ
サカマキガイ
モノアラガイ

ドプシジミ

ウチワミミヌ

冊
ａ
ｕ

Ｃ
ａ
Ｃ

Ｃ
？
ｌ

ｒ
・
１
ｎ

ｏ
ｎ
Ｏ

ｔ
Ｏ
ｐ

亀
卓
Ｒ
Ｆ
角
“

《
【
】
。
●
０
Ｊ

。
ｈ
Ⅱ
，
■
Ⅱ
夕

Ｐ
》

ａ
．
旧
鮓

ｔａ
ｒ
Ｓ

ｒ
ａ
ｕ

’
０
ｌ
Ｃ

ａ
Ｕ
ｕ

ｕ
ａ
Ｃ
Ⅱ
Ｌ

ｑ
ｔ
，
Ｉ
Ｕ
ｒ
Ⅲ

ａ
Ｃ
ｕ
ｕ

‐
１
３
３
‐
１

ａ
ｒ

ｔ
ａ
Ｘ
ｅ

Ｏ
９
．
１
ａ

ｎ
ｙ
‐
。
‐
ｈ

Ｕ
１
‐
、
ａ
ｐ

Ｓ
Ｐ
Ｒ
Ｓ

１
｜
“
’
６
’
４

７ｌｌ８ｌ９ｌｍ

Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

１
－
型
６
－
１

”
一
一
３

llDerosp・

l2NaiSSp、

13Chaeto9osterlimnaei

l4TubifexSp･

l5Branchiurasoverbyi

l6ErpobdeUaUneata

節足動物
l7AseUushi[9endorfii

Ｂ
－
Ｂ

１’’７－１｜媚

1

ミズミミズの一種
ヤド．リミズミミズ

イトミミズの一種
エラミミズ

シマイシビル

ミズムシ

７
１
５
３
１

’
２
１

９
１

３’坪－３｜”｜｜型

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

12

| B

翠一
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昭和57年度との比較（底生生物）
調査地点：Z－4

合 計颪溺ご§
昭和57平度 昭和63年度生 拘 9

コカゲロウの一種

’３
lBaetiSsp B 3

双翅目

－3ウバェ B

３｜⑬｜州

｜
姻
哩
－
８
皿
一
油

４

Ｉ
ｌ
Ｉ
－
ｌ
－
ｌ
・
’

’
’
－
８
｜
｜
皿

ヒメユスリカの一砿
セスジユスリカ

ｕＳｔａｍ

｝
ｈ

臥
一
“

Ｓ
ｙ

ａ
Ｓ

ｒ
Ｕ

Ｕ
ｍ
ｅ
ｏ
ｎ
ｎ

ａ
Ｏ

ｔ
ｒ

ｎ
叩
－
５
日
■
Ⅱ

ｅ
｜
凸
ｈ

ｎ
ｒ
《
し

３
４

Ｂ
Ｂ

種
種

一
一
一

の
の

カ
ー
カ

リ
リ

ス
ス

ユ
ユ

ｐ
ｏ

ｐ
ｐ
Ｓ
５

９
Ｓ

ｕ
ｕ

叩
叩
、
ｎ

ｏ
ｏ

ｒ
ｒ

ｈ
ｈ

Ｃ
Ｃ

５
６

Ｂ
ｌ
Ｂ
－
－
Ｂ

皿一
一画

軟体動物
7Ph”aacuta サカマキガイ

モノアラガイ

ウチヮミミズの一種

8R@dix3uricutariajPPonica
犀那珂

9Derosp．

B
、’ 13

Ｂ
｜
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

蝿一理一妬

146

ミズミミズの一種l0NaiS9p 24

イトﾐﾐｽの一橦
ナガミミズの一種

Ｓ

ｐ
Ｓ

《
、
寺
■
●
■
Ｉ

、
Ｘ

Ｘ
ａ

ｅ
ｔ

Ｐ
１
Ｏ

‐
・
■
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｂ

ｒ
ｂ
ｐ

Ｕ
ａ

一
１
日
叩

。
■
▲
旬
邑

１
１

皿一面’３’１一山

皿一ｍｐ

一一

l3PheretlmaSp

３’１｜蝿14He!obdeuasta9nalis

l5ErpobdeUalineata

節足動物
16AseUushil9endorfii

ヌマビル

シマイシビル 二 …宅

ミズムシ B 356 ､玩酒

調査地点：Z－6

壼響芝
昭ﾄﾛ57年度 昭和63年度 合 計生 物 名

水生昆虫 双翅目
1pentaneura5p.

838

ヒメユスリカの一種

ＢｌＢ－ＢｌＢ

59

セスジユス1ﾉカul 932
3Chiron叩uSspp ユスリカの二種

ユスリカの一種4Chi｢on叩uSsp

軟体動物

サカマキガイ

モノアラガイ
ドブシジミ

Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

池
－
４
－
１

６’７

冊
一

咽．剛一
‐
１
ｎ
ｌ

ｎ
Ｏ
’

Ｏ
ｐ
－

ｐ
ａ
｜

《
々
】
０
■
Ⅱ
ｊ
一

０
９
１
奇
一
Ｇ

３
ｒ
・

ｒ
Ｓ

ａ
ｕ

Ⅱ
Ｌ
Ｃ

ｕ
Ｕ

Ｃ
Ｉ
。

ｒ
ｍ
ｕ
ｕ

ａ
・
Ｉｒ

Ｘ
ｅ

‘
１
ａ

ｊ
Ｏ
０
ｈ

ａ
ｐ

Ｒ
Ｋ
《
９

環形動物
8Dero印，

9TUbifexSp

ズの一種ウチワミミ

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
一
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

和一釧一９’１’１

イトミミズの一種

ユリミミズの一種
エラミミズ
ヒラタビル
ハバヒロビル

シマイシビル

ミズムシ

アメリカザリガニ

311

lOLimnodrilussp・

llBranchiuraSOwerbyi

l2G【ossiphoniac剛planata

l3Glossiphoniaveberilata

l4ErPobdeUalineata

節足動物
15AseUushil9endorfii

l6Pr“ambarusctarkii

１

４
｜
詔

４
｜
郷

6

｜”－１’29

1

調査地点：Z－9

合 計壷:ごど
昭和57年度 昭和63年度

生 物 名

lBaetissp ． B 4 4
双棚目

ヒメュスIノカの一種
セスジユスリカ

’
８２

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

懇一２ｕＳｔａｍ

ｈ

ＳＯ
・

ｙ９ｕⅢＯｎＯｒ

ｈＣ３ ２｜銅一”’Chirondnusspp． －
Chironomus”．

４
５ ユスリカの二種

ユスリカの一種
53

89

軟体動物

6Phy1PhySaacuta サカマキガイ

Ｂ
－
Ｂ

９
－
１

９’１’’６９’１

SphaerjumlucuStrejaPonicum

７

ドプシジミ

8Derosp 配－７－ｍ－１’１

9Nais9 ミズミミズの一種p
9鏥一ｌｌ１ｌ５

シマイシピルl4ErpobdeUalineata

節足動物
10

帥一

15A§eUushilqendorfAseUushil9endorfii ミズムシ 17
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昭和57年度との比較（底生生物）

調査地点：Z-7

昭和57年度 昭和

生 物 名

７
５

９
１

２

｜｜獅一皿ヒメュスリカの一種

ＢｌＢ－ＢｌＢ

lPentaneuraSp

セスジユスリカ

ユスリカの二種
ユスリカの一種

サカマキガイ

１｜堅2Chironmusyoshimatsul

9729724Chiron叩ussp ”’一却一３４
27B5FhysaaCuta

環形動物-－－－
6Derosp． ウチワミミズ 430

1383

207

1

34

83

Ｂ
ｌ
Ｂ

7Naissp、

8TubifexSP、

9Limnodritussp’

10B｢anchiuraS的e｢byi

llGlossiphoniaueberiいい

ミズミミズの一催
ｲﾄﾐﾐｽの一種

ユリミミズの－1;f
エラミミズ
ハバヒロビル

1380

203

Ｂ
Ｂ
－
Ｂ

168

畑－１168

1
Ｂ
ｌ
Ｂ

型
沌 ’８ ■
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

シマイシビル

ミズムシ

12E｢PobdeUalineata

5050Bl3AseUushil9endorfii

調査地点：K－l

合 計昭和63'牢度’ 昭和57年度生 物 名

ホシチョウバエ

セスジユスリカ
ユスリカの二種

4

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｒ

4

1413

1P9ychodaalternata

2Chiron”usyoshimatsul 1413

11Spp

裳形動物
ハリガネム 4 4Gordiidae4Gordi

軟体動物一
サカマキガイ

モノアラガイ

７
２
１

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

７
’
１
－
１

５’６

３
｝

ＣｎＯｐ
．

ａ
｝

０
■
Ⅱ
Ｆ

ａ
０
１
１

ｒａ
ｌ

ｕ

ａ
Ｃ

今
Ｕ
Ｌ
。
■
■
Ｏ

ｕ
ｒ

Ｃ
ｕ

ａ
３

３
Ｘ

【
、
》
●
■
■
Ｉ

ｖ
ｒ
０
向
ｕ

口
ｈ
Ⅲ
角
ｕ

Ｐ
Ｒ

1

7Sphaeriumlucustrejaponicum ドブシジミ

ウチワミミズの一種 27

1016

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

”｜｜皿一一胆

ａｔａｅｎ

ｌ

ｐ
３
Ｓ
Ｉ

●
ｌ
Ⅱ
Ｌ

ｐ
Ｘ
６

９
ｅ
０
０

ｆ
‐
ｂ

０
．
１
Ｏ

ｒ
０
０
ｐ

ｅ
ｕ
ｒ

Ｏ
Ｔ
Ｅ

８
９
０

１

f_上 1016

25シマイシビル

６
５

４
１

節足動
ミズダニの一種

Ａ
－
Ｂ

11トHydracarlnasp ｜駈

ミズムシ 56l2AseUushil9endorfii

調査地点：K-3

合 計昭和57年度 昭和63年度
生 物 名

２
３
０
８
’
２

７
３
４
２

９
３

１

０

｜
’
４

２
３
’
’
８
２

７
”
｜
犯
一

１
一

｜
旦
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

ヒメユスリカの一種lPentaneuraSp

セスジユスリカ
ユスリカの二種

ユスリカの一種

ハリガネムシ科

カヮコザラ
サカマキガイ

3Chironomusspp

4Chiron”uSsp．

5Gordiidae

軟体動物
6FerrisSinanlpponlca

7Physaacuta

■
■
■

一一一 ５
３
２
０
２
２
８
１
０

６
２
８
４

２
０

１

’１一一和型－２－皿一理

４
’
３
’
２

モノアラガイ8RadlxaurlcUlarlajaPonlca

環形動物
ウチヮミミズの一種

Ｂ
ｌ
Ｂ

Ｇａｎｍ

ｌ
ｌ
Ｌ

Ｆ
０

－
Ｐ
ｖ
■

且
ｒ
Ｌ
ｎ
画

い
『
】
《
、
二

・
ｏ
Ｏ

ｐ
ｐ
９
Ｘ

Ｓ
ｓ
ｏ
２

０
９
欲
Ｗ

ｒ
９
１
ａ
・
ｂ

ｅ
３
．
ｈ
ｕ

、
〕
即
Ｎ
ｒ
〕
Ｔ
マ

９
０
１
２

ｌ
ｌ
１
ｌ
１

、、、

ヤドリミズミミズ

イトミミズの一瞳
ハバヒロビル

シマイシビル

ミズムシ

７
１
８
８

７
２
３

０１Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

vebe｢ilata

l4ErpobdeUalineata

節足動物
15AseUushi[9endorfii B 38

－41－



昭和57年度との比較（底生生物）
調査地点：K－5

｜

’’ |合計’
合 計

厩:図
昭和57年度 昭和63年度

生 物 名

18 18B

２
－
８

｜田 ←８－４｜

画一Ⅳ

B

B

1072

二二
128

２
－
輻

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

ユスリカの二5Chir0n叩USSpp 函一一１

Ｃ一６－

B
１
２
３

２－３一一邪

B

B

諏一皿－５

Ｂ
ｌ
Ｂ

ミズミミズの一種

皿－５10l1Naissp

ヤドリミズミミズChaeto90sterlimnael 卿－２－２

珂一２

Ｂ
ｌ
Ｂ

エラミミズ

ヒラタビル

２ｌｌ３ｌ６ｌ２’㈹

Ｂ
－
Ｂ

l58ranChiurasoverbyi ３
’
－
２
－
溺

l6GtossiphoniacmpIanata 且
一
喝

ハバヒロビルl7GIossiphoniaUeberilam Ｂ
ｌ
Ｂ

ｆ
ⅡＯ
‐
ｄｎｅ９

ｕ
ｈＳｕｅＳｐＡ

－麺

ミズムシ 108 108B
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昭和57年度との比較（付着蕊類）
調査地点：妙正寺川 ：M－1

’
合 計昭和63年度昭h157年度

生 物 名 一一一■
■
■ユレモの一種

３
－
１
’
６

・
１
６

lOsciuaIorlasp

22Pediast｢umboryanum

3Ankistrodes剛sfatcatus

4Scenedesmusacu国1natus

5Scenedesmusdi”phus

うSCened“musin【er鵬dluS

Ｂ
－
Ｂ

３－４ｌ５ｌ６－７ｌ８

1 1

82

ＢｌＢ 82

蛙
r雨卜

３’ＢｌＢｌＢ－Ｂ

８｜皿

402

87

399

7ScenedeSmuSquadriCauda

3s“nedeSmu9splnosus

一一睡一一《Scenedesmussp・

Sti9e“loniumsp

9

10

珪藻類
11Achnanthesminutissima

l2Achn帥theSSP．

マガリケイソウ 150B ｍ’１－１－１－恥一鮨

31マ

コバンヶィソゥ
コマルケイソウ

’
’
’
１

13C“coneisp(acentula

l4Cyc[otetいc蝿ta

Ａ
－
Ｂ
ｌ
Ａ
－
Ｂ
ｌ
ｌ
Ａ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

G”phonemaconstrlctum

G”phonemaparvulum

クサビケイソウ

クサビケイソウ

１｜和

唱
一
咽 唖一印

チャヅツケイソウ
チャヅツケイソウ
フネケイソウ

フネケイソウ

フネケイソウ

フネケイソウ

コネ丘_ごfソウー ー
フネケイソウ

フネケイソウの一種
ハリケイソウ

皿
一
塑
一
３

｜”’昭一四一”一皿一浬

Netosira9ranu燗ta

Hetosiravar1ans

Naviculacrypt“epha旧

Naviculaminma

NaviCu旧mutlca

Navicu旧pupuい

Navicu旧radio9a

Navicuusalina｢umv､Inte｢､肥dia

NaviCu旧SP･

N1tZschiaamPhibia

８
３

２
２型
“ 、’６－８6

３
－
１

型
型
一
弱
一
誼

B

3

483

113

Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

１
３
１
０

６
１
８
１

４
１
４ハリケイソウ

ハリケイ､ﾉウ

Ｖ旧ｕ
ｌ

ｕｔ
３

Ｓ
Ｇ

Ｕ
Ｉ
』

ｒ
ａ

ｆ
ｐ
宮

ａ
ａ

Ｄ
ｑ
■
ｌ
’
Ｔ
壹
凸

ｈ
ｌ
ｈ

Ｃ
Ｃ

Ｓ
ｌ
Ｓ

Ｚ
ｌ
Ｚ

ｔ
，
ｔ

Ｎ
Ｎ

ｒ
ｌ

perpusiua27

49228

ハIノヶィソゥの一種

ハネケイ､ノウ

ナガケイソウ

ナガケイソウ

ｍｌ３ｌｎｕ
９

３
ｎ

ｅ
ｆ
ｅ

ｐ
０
ｂ
ｐ
ａ

Ｓ
ｍ
酬
内
Ⅱ

《
．
Ｗ
Ｕ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

『
ｄ
６
Ｕ
ｌ
Ｐ
ｌ
Ｍ
ｕ

Ｄ
０
■
ｌ
Ｐ
６

ｌ
Ｒ
Ⅱ
角
四
角
ｕ
角
哩

ｒ
》
Ｂ
ｌ
Ｌ
ｒ
０
Ｆ
１

ａ
．
Ⅲ
ｕ
０
Ｈ
ｕ
０
閃
ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｒ
Ｍ
ｐ
』
凸
』

ｐ
０
ｂ
局
Ⅲ
Ｒ
叩
門
川

０
■
１
，
１
１
Ｖ
〃
ｖ
〃

Ｍ
Ｎ
晩
【
脾
Ｉ
伊
、
〕
《
、
ざ

９
０
１
２

２
３
３
３

B ３
｜
枢

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
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昭和57年度との比較（付着藻類）
調査地点：善福寺川 ：Z－l

合 計昭和57年度 MR和63年度

29 1

140

25

30Ｂ｜里一Ｂ

140

25’－３’１

３ｌ７ｌ１ｌ３

Ｂ
ｌ
Ｂ

６
’
１
－
３Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

5 5

12 12３
｜
虹 3

51

2

Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ａ
－
Ｂ
ｌ
Ａ
－
Ａ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ａ
｜
Ａ
ｌ
Ａ
－
Ａ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

１
’
１
－
１
－
８
－
１
’
’
１

1

１
．
４

’
３

８
４

３
’
３ ４
１
８
一一 １

1

18 ３’１ ３

1３｜卸 3

6 686

78

1

78’１

１
－
１
－
９
’
１
－
１

１
４
９
４
１
１
４
３
６
１
１
２
９
１
１
１

３

３
－
－
３
－
－
１
－
－
３
－
－
１

フネケイソウ

フネケィソウの一種
ハリケイソウ

ハリケイソウ

ハリケイソウ

ハリケィソウ
ハリケイソウ
ハネケイソウ

ａ
ｌｌ

ＳＵｐｒｅｐ

ａ

Ｖ
Ｉ
Ｌ

Ｓ
１

．
１
田
ｅ

ｒ
ｕ
ｎ

ａ
０
Ｌ
ａ
ａ
０

ａ
ｂ
ｔ
ｕ
ｅ
ｂ
ｔ
ｙ
ａ

Ｓ
Ｕ
ｔ
Ｃ
ｕ
ｒ
Ｊ
ｂ

Ｏ
に
鴫
鎚
ｗ
池
巾

‐
、
草
■
戸
』
Ｐ
ｂ
０
Ⅱ
凸
《
．
Ｐ
Ｉ
釦
司
・

丸
哩
ｎ
戸
免
凹
Ｊ
１
負
“
ｎ
脚
心
■
Ｌ

ｒ
Ｏ
《
、
宇

田
即
岸
▽
令
具
凹

呈
《
画
筆
毎
画
亀
毎
】
乃
哩
ロ
・
も
Ｉ

免
凹
令
勾
■
、
０
■
０
０
０
－
Ⅱ
乃
凹
ｑ
０
１
０
ａ
■
０
Ｆ
Ⅱ

’
し
‐
●
’
し
‐
ｈ
Ⅱ
‐
ｈ
Ⅱ
ｂ
ｌ
０
‐
、
川
‐
ｈ
叩
令
ｑ

Ⅷ
甲
叩
凹
侭
』
《
し
ｋ
Ⅱ
Ｐ
》
Ｆ
』
Ｉ
Ｉ
Ｌ

〆
Ｕ
戸
》
《
、
》
《
、
字
伊
》
《
、
マ
Ｆ
、
。
Ⅱ
町

．
Ⅵ
。
Ⅶ
・
唾
唾
・
匝
吃
唾
一
、

角
凹
乃
画
一
０
９
■
Ⅱ
。
■
■
０
“
９
■
０
■
■
■
９
０
■
■
０
０
■
■
Ｏ

Ｎ
Ｎ
ｌ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｐ

”
｜
型
聖
麺
一
型
亜
亜
”

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ａ
ｌ
Ｂ

34

6

１
１
６
１

１
’
３

マガリクサビケイソウ

ナガケイソウ

38

ａｔａＶｒｕＣａ
、
１
Ｓ

ｎ
ｕ

８
Ｃ

ｈ
ａ

ｐＳ
３

０
ｒ

Ｃ
‐
０

，
１
６

０
ｎ

０
ｈ
ｙ

ｐ
的
《
句

39

クシガタケイソウの一種

マユケィゾウの一種
40Eu胸tlasp、

410ipいneissD

1

1

調査地点：善福寺川 ：Z－4

合 計昭和63年度昭和57年度
生 物 名

ユレモ

ユレモ

ユレ壬の一種

OsciuatorIafor血盟

OsciUat“1atenulS

OsciUatorlasp．

Ｂ｜Ｂ一一一ＢｌＢｌＢ－ＢｌＢ

皿一皿一郡

130

１
’
２
’
３

160

230二
緑藻調

4Scenedesmusacumlnatus

ｌ５ｌ５ｌ５ｌ岬一ｍ

イカダモ

５－５’５－姉

》》ａｎ
’
１
Ｓ

ｐ
ｕ

Ｓ
ｓ

ｏ
ｏ

ｒ
ｎ

Ｃ
’
１

・
１
ｐ

Ⅲ
Ｓ

Ｓ
Ｓ

ｕ
ｕ

、
Ⅲ

Ｓ
Ｓ

ｅ
ｅ

‘
ｄ
ｄ

ｅ
ｅ

ｎ
ｎ

ｅ
ｅ

Ｃ
Ｃ

Ｑ
》
卜
。

５
６

キヌミドロ7Sti9emloniumtenue

8Sti9e“loniumsp． キヌミドロの一樫 70

珪藻類

マガリケイソウ9Achnanthesmlnutissima

汁
評
評
評

５’５｜唖－１－“肥一顕一調－５”一ｍ７”
０
’
一

一
１
－
－
４

５５和１｜“一岨一郭妬５｜釧皿１師一
３
｜
｜

クサピケイソウ

クサビケイソウ
クサビケイソウ

”
｜
皿
一
理

G叩phone蝿an9ustatum

G”phonema”rvuLum
p

G”phone蝿pseudoau9ur

525

チャヅッケイソウ
フ象ケイ､ノウ

13 Helosiravar1ans

Navlcu略Crypt“ephala14

’ 109

13

フネケイソウ
フネケニイ､ﾉウ

l5NaviCU旧mini肥

l6Navicuいpupuい

フネケイソウ
ハIノヶィソゥ

ｍｕｒａ
ｌ
ａ

ｎ
。
ｅ

●
１
１
６
８
も

１
３

ａ
ｐ

Ｓ

ａ

ａ
・
１

ｌ
ｈ

Ｕ
ｃ

ｃ
Ｓ

’
１
Ｚ

Ｖ
ｔ

ａ
‘
１

Ｎ
Ⅱ

７
８

１
１

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

19

ハネケイ､ノウ

ハネケイソウ

ナカ．ケイソウ

Ｒ
Ⅱ
免
哩

Ｍ
ｕ
０
ｈ
Ｕ
－

力
』
０
偶
Ｕ
’

ず
０
．
０
１

０
曲
Ｕ
ｎ
屯
・
令
貞
画、
Ⅱ

乃
画
今
ａ
ｔ
Ⅱ
も

’
０
１
．
１
二
ｌ
Ⅱ
ｕ

少
Ｉ
Ｐ
Ⅱ

全
勾
■
必
至
草
与
呈
】

Ｌ
Ⅱ
Ｌ
ｌ
ｂ
Ｌ
Ｐ
４

Ⅱ
ｕ
Ⅱ
ｕ
Ｊ
伺
唖

Ｒ
叩
Ｒ
Ⅱ
Ｐ
》

ぬ
Ⅲ
Ｒ
Ⅲ
Ｒ
Ⅲ

ｏ
も
■
■
。
▲
１
０
Ｖ
〃

Ｒ
〆
０
《
牌
Ⅱ
侭
、
己

里
聖
皿

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

６
｜
醜
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生 物 名

藍藻類

lOscilぃtor魁sp． ユレモの一

2Phormidiumtenue フォルミディウム
3Lyn9byaconto｢ta サヤュレモ

緑藻頚
4Pediastrumduplex フタヅノクンショウモ

5

6

7

8

9§三三垂主壺垂_splnosus イカダモ
10Scenedesmussp． イカダモの一種

l1Actinastru■hantzschii アクティナストルム

珪藻調

l2Achnanthes則inutissima マガリケイソウ
13師phOraovalis ニセクチビルケイソウ

14C“COneiSp旧CentUぃ コバンヶィソゥ

l5CyctoteUac”ta コマルケィソウ
l6CymbeUatur9idUla クチビルケイ､ノウ

l7Fra9iLariaconstruens

18F｢a9ilariaconstruensv､exl9ua

l9Fra9ila｢iacrotonensls オビケイソウ

21G岬ho

24

25

26

27i

291

Iosi｢a9ranuいtav・an9ustissimaチャヅツケイソウ

'iCuIadeCusis ‐フネケイ

Iicuudicephala フネケィ

nceoいta
28， hviculaminima

’iculapupula フネケイ

gnedes剛Jsacumlnatus イカダモ

Bnedesmusquadricauda イカダモ

istr“eslpusfalcatus イトクズモ

“eriaset19e｢a シュレデリァ

凶Subtile クサビケイ

22G”pho “tetrastl9matum クサビケイソウ
23 恥losl ”ranulata チャヅツケイソウ

オビケイ Pウ

オビケイ ﾚウ

'句

『ワ

フネケイ ﾘウ

フネケイ ﾄウ

ﾚウ

ﾛ

20.鍼1剖藏滴h母acu囚lnatumv､coronatum クサビケイ ﾚウ

1句

｜
訓
一
｜
Ⅱ

｜
訓
一

一
団



昭和57年度との比較（付着藻類）
調査地点：善福寺川 ：Z－6

合 計

蔚鳶槙唱
昭和57年度 昭和63年度生 初 ろ

ユレモの一種

藍藻頬
lOsciUatoriasp

~緑藻碩
｜“’１

64

唖一一１
８｜ワ』’
１
－

ｌ Ｕ
－

唖一 Ｂ
ｌ
Ｂ

l

イカダモの一種3SCenedeSmuSSp 26 26

1020キヌミドロ4Sti9eocloniumtenue B

マガリケイソウ

コマルケイソウ

オビケイソウ
クサビケイソウ

クサビケイソウ

チャヅツケイソウ

フネケイソウ

フネケイソウ

フネケイソウ

ハリケイソウ

ハリケイソウ
ハ1ﾉケイソウ

ハネケイソウ

ハネケイソウ

ナガケイソウ

5Achnanthesmlnutissima

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ
ｌ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

26

恥－１

CycIoteUacomta

６ｌ７ｌ８－９ｌｍｌｕ

Fra9iIariainter雁dia

G叩phonemaan9ustatum

G卯phonemaparvULum

NeloSiravar1ans

6

１
６

３３

6

Ｂ
ｌ
Ｂ

150北
一
一

‐
ｎｐｅＣＯ
３
３

ｔ
Ⅲ
Ｃ

ｎ
Ｆ
Ｇ
１
Ｉ
０
０
■
ｌ

ｙ
ｎ
ｔ

ｒ
‐
１
ｕ

Ｃ
Ⅲ
Ⅲ

ｕ
い
い

Ｕ
ｕ
ｕ

Ｃ
Ｃ
Ｃ

Ｖ
Ｖ
Ｖ

ａ
ａ
ａ

Ｎ
ｍ
“
Ｎ
Ｎ

犯一池

”’狸一四一Ｍ一幅一胴一”

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

3249里
１
－
聖
型
６
｜
型
妬

N1tzschiaacicularis

３

０
０
、

．
－
ａ
ｕ

１
ｈ
ｅ
ａ

ｐ
ｌ
ｒ

Ⅲ
ａ
０
０

ａ
ｐ

ａ

ａ
ａ
’
１

０
１
１
日
●
■
ｌ
Ｐ
Ｉ

‐
Ⅱ
，
ｈ
ａ

Ｃ
Ｃ
ｌ

Ｓ
Ｓ
ｕ

Ｚ
Ｚ
ｎ

ｔ
ｔ
ｎ

Ｎ
咄
Ｎ
ｐ
０

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

13

｜
ａ
・
ｂｂ９
ａ
ｎ

｝
３
１

‐
１
ｕ

ｒａ
ａ

Ｉ
ｒ

ｕ
０
０

ｎ
ｅ
ｎ
ｎ

・
Ｉ
ｙ

ｐ
０
《
９

旧
一
喝

‘3

調査地点：善福寺川 ；Z-7

生 物 合 計壺綬皇
昭和57年度 昭和63年度名

藍藻頌
lOSCiUatoria［iImsa ユレモ B 94 94

24 24‐

3PediaStrumtetraS クンショウモ B 1

１
４

B 3 1

B 1 1

B 190 190

B 8 8

了A 3

B 171 1820 1837

B 9 1 10

A 9 9

Ｂ
Ｂ 28 28

l&7_ 2801 427
B 9

９

B 19 19

B 35 38 73

B 2591 36701 3929
B 14 14

6 6

Ｂ
Ｂ

ｎ

ａ
Ｕ

２
３

日
Ⅱ
Ｌ
Ｐ
Ｏ

『
ｄ
ｌ
ｈ
〕

、
Ｐ

一心】
雫
勾
】
＆
●
■
０

。
●
■
Ｏ
Ｐ
Ｏ

凸
ｈ
叩
角
】

【
し
０
０
毛

《
、
呑
仙
凶

？
凸
Ｒ
Ⅱ

わ
■
も
Ｒ
Ⅱ

Ｂ
９
二
日
■
１
Ｉ

Ｎ
Ｐ

４
５

２
２ ハリケイソウ

ハネケイソウ

R

淵ハネケイソウ

３．
０

○
ｂ９
３

，
３
１

０
１
ｕ

ｒａ
３

日
↓
ｒ

ｕ
０
ｄ

ｎ
ｅ
ｎ
ｎ

門
即
一

６
７

，
〃
』
、
〃
』

ナガケイソウ B
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昭和57年度との比較（付着蕊類）
調査地点：善福寺川 ：Z-9

昭和57年度 合 計生 物 名壷一

lOSciuatorialim”

緑藻類
2Ankistr“esmusfalc

ユレモ

イトクズモ

221 22B 22

壁mUSfalcatuS

一ＢＢ 1=ﾆヰ
】

3ScenedesmuSbiju9a イカダモ
イカダモ

4
4Scenedesmussplnosus

4

憧

Ｂ
ｌ
Ｂ 291 1

300

”｜皿キヌミドロ

６

７
’
８

ａｍＳＳｔｕｎ
。

。
’
ｐ

、
Ｓ

Ｓ
９

６
２

○
ｈ
０
ｈ

ｔ
ｔ

ｉ
ｎ

ａ
ａ
ｎ
ｎ

０
ｈ
０
ｈ

Ｃ
Ｃ

Ａ
Ｂ
Ｈ

マガリケイソウ

マガリケィソウの一種
コマルヶィソゥ

ｌＢ

』’

６
１

８６

SSp．

9CycIoteUac伽ta ＢｌＡ 1
10F｢a9ilariain〔ermedia

llfUl2honemaan9ustatum

オビケイソウ
4

クサビケイソウ

Ｂ
ｌ
Ｂ 4眼
一
画 6叩phonemapa｢vulum クサビケイソウ

クサビケイ､ﾉウ

４
１

６
２

０１皿一皿皿一郡一一皿

一
－
７

GQUphonemapseudOau9ur B

l4Nelosi｢avarlans イソウ

Ｂ
Ｂ

ｍ
｜
皿｝４

１
２

L5_Mavicu[acryptocephala フネケイソウ
l6Navicutaexl9ua フネケィソゥ

フネケイ､ノウ

ＢｌＢ 1
l7Navicuuminima ﾆニニ 900

240

旧
一
四

唾
い一
ｕ

ｔ
ｐ

ｕ
Ｕ

ｎ
ｌ
ｐ

ａ
ａ

ｌ
ｌ

ｕ
ｕ

Ｃ
Ｃ

Ｖ
Ｖ

ａ
ａ

叩
Ｎ
Ｎ

フネケイソウ B

郡－４’１｜的一画’１－１

フネケイソウ

フネケイソウ

ハリケイソウ

4
20NaviCulaSalinarumv.intermedia

’’１｜’

1
21NitZschiaamphibia ０

７

７
１

ｎ

ａ
Ｕ

２
ａ

Ⅱ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｉ

見
】
０
円
〕

【皿戸．

や毎凹

乃
】
◇
■
０
１

。
■
■
Ⅱ
Ｐ
Ｏ

Ｉ
、
叩
川
角
“

か
し
Ⅱ
Ｉ
Ｌ

Ｒ
、
宇
川
ｕ

ヲ
ら
内
川

ｂ
Ｌ
Ｒ
Ⅷ

◇
■
■
Ｏ
Ｂ
■
１
Ｉ

Ｎ
Ｐ

２
’
３
｜

句
島
一
命
色
一

ハリケイソウ

ハネケィ､ﾉゥ
1

24Pinnu[aria91bba

25Synedrautna
ハネケイソウ
ナカ.ケィソゥ

１
’
９３

B

”’

調査地点：神田川 ：K－l

合 計昭R157年度 昭和63年度‘た 吻 名

緑藻類

lAnkistrmesmuSfaICatus

2ScenedesmuSsplnosus

イトクズモ

イカダモ

’６ ６Ｂ
－
Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

６

６
－
ｍ

キヌミドロ

キヌミドロの一橦

Iubricum
17

4Sti9eoc【oniumsp B 51 51

５
’
６

Achnantheslanceolata マガリケイソウ
マガリケイソウ
コバンケィソゥ

クサビケイソウ

クサビケイソウ
クサビケイソウ

｜、A

”一画’１｜”｜”｜和一皿一皿一皿一湘一醜一加一和

AchnanthesmlnutlSsima
1003

Ｂ
ｌ
ｌ
Ａ
－
Ｂ

986一
喝
山
旧

一
汕
畑

一蜘一弘

７

一
血
一
加C“coneisplacentula 6

７｜”

9 G醜phonemaau9ur

Ｂ
－
Ｂ

７
’
５
’
１

６
’
４
１

’
５1QG"PhOnenmParvu[um 205

euqOau9ur ソ B

12Gdnphonemasphaerophorum

l3G”phonemasp．

クサビケイソウ

クサビケイソウの一種

Ｂ
ｌ
ｌ
Ｂ

型
皿

ノケイ､ノウ
'ソウ

34

Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

34
l6Navicuいmlnima フネケイソウ

フネケイソゥ

些一６’’６

763｜
ａ

ｌ
Ｃｔ
ｌ
ｕⅢａ
ｌ

ｕＣＶａ』Ｎ

７１ 郡一

l8NaviCul apupula_ フネケイソウ

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

６

19Nit Zschiaamphibia 岬■＝ ”
一
醜 17

20NitZschia”tea ハリケイソウ
ハネケイソウ

40
21PinnuLariabraunii

Ｂ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ｂ

Ⅳ
’
１ 17

1

400

Synedrarumpens
其一一一司一~~~~一F~一一~.~

Wnedrau[na

22

23
土ガヶイ､ノウ
ナガケイソウ 400
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昭和57年度と．D比較（付昔簗類〉
調査地点：神田jll 8K-3

壺譽芝菱電
十号
一
回

〈ロ

昭h163年度昭和57年度
生 物 名

藍藻類
lOsciUatorla5p

’
１
４

ユレモの一槽 1》《 Ｂ
ｌ
Ｂ

4

150

C

3Sti9e“loniums 150

~珪藻類
4AchnanthesunceO旧ta

5Achnanthesminutissima

マガリケイソウ
マガリケイソウ

”｜画一叩－４－１－１－皿一面

即一印

Ａ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ

33

コバンケイソウ

オビケイソウ

6C“C即eisp嶋Centula

7Fra9iい｢iaconstruensv．bin的is

叩－４’１－１

クサビケイソウ
lOG”phone蝿parvulum クサビケイソウ

116"phonemsphaerophwu周 クサビケイソウ
12樅lo9ira9｢anulata チャヅツケイソウ
l3Nelosiravarlans チャヅツケイソウ

14Naviculacrypt"ephala フネケイソウ

15NaviCu旧圃nceotata フネケイソウ

16Navicu!aminima フネケイソウ

17Naviculamutica フネケイソウ

18Naviculapupuい フネケイソウ

19NavicuIasalinarum フネケイソウ

20Nitzschiaamphibia ハリケイソウ

21Nitzschiafilifornis ハリケイソウ

22NitZschiakutzin9iana ハリケイソウ
23NitZschiapa[ea ハリケイソウ

24Pinnularia9ibba ハネケイソウ

25Rhoicospheniacurvata マガリクサビケイソウ

クサビケイソウクサビケイソウ
クサビケイ､ﾉウ

86dnphonemau9ur8Gdnphonemau9ur

9G卿PhonemaintriCatum9G卿PhonemaintriCatum

Ｂ
ｌ
Ａ
Ｂ－ＢｌＡｌＢｌＢｌＢｌＢｌＢ｜Ｂ－ＢｌＢｌＢｌＢ－ＢｌＢｌＡ一Ａ

皿一一３

185

17

3岬一画９
’
一
肥

1

３
－
４
－
１ １
’
’
４４
｜
｜
“ナガケイソウ

ナガケイ､ﾉウ

Ｓ
ａ
ｕ
ｎ

Ｃ
ｌ
ａ
Ｕ

ａ
ａ

ｒ
ｒ

ｊ
ｄ
凸
ｄ

ｅ
ｅ
ｎ
ｎ

ｙ
ｙ

《
。
《
３

６
７

う
』
ワ
》

１
－
１
’
’
４

１｜踊一４

Ｂ
ｌ
Ｂ

ホシガタケイソウ28AsterioneUaformsa

調査地点：神田lll :K-5

合 計昭和63年度昭祁57年度
生 物 名

耐.忍性

~藍藻謂
lH…othrlxjanthlna

緑藻頚

1267ビロウドランソウ

1umsp＝ キヌミドロの一 38

マガリケイソウ

マガリケイソウ

コバンケイソゥ

３
’
４
－
５

Achnantheslanceolata

Achnanthesminutissima

C“coneispucentula

36 36

Ａ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｌ
Ａ

430

4

330 100

４
’
４
’
’
１

ウの一種

４’１｜媚－４’１

ヒシガタケイソウ

クサビケイソウ
フネケイソウ
フネケイソウ

フネケイソウ

フネケィソウ

ナガケイソウ

７
－
８
’
９
｜
ｍ
一
旦
狸
一
画

Frustuliavul9a｢1s

G”phone咽parvulum

Navicuいc｢ypt“epha旧

Navicu旧crypt“epha旧v･veneta

NaviCU旧mini咽

Naviculasalinarum

Syned｢aulna

Ａ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

461 ４’１｜”’４’１－－回H－
g

81４－１
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昭和57年度との比較（動物プランクトン）
調査地点：M－1

’壼緤豐墜
昭胸157年度 昭和63年度

生 物

鞭毛虫調 藻鞭毛虫類

名

コナヒゲムシの一種一一

Ｂ’

4580

ミドリムシ頚
2Euqlenaqracili3

｜｜和一吋

、、、

3Eu91enasp. ミドリムシの一種 B ’’四一皿－８
180

5ArceUavut9a｢is ナベカムリ 19
6Centropyxlsacureata トゲフセツボカムリ

ウロコカムリ
フセウロコカムリ

11

8

B 60 60

アンフィレプトゥス
ュマガタゾウリムシ

B9Mphileptusctaparedei 一一60 60
100idiniumbauianii B 60 60

毛口頚
11mlpodasp． オカメゾウリムシの一種_墾一

ＢｌｌＢ
430 430

12VorticeUasp

｜媚

46

13BrachionusdiverslCornls

｜
種

種
シ
一
シ

ー
ム
の
ム

の
ワ
シ
シ
ワ

シ
シ
ウ
ム
ム
ガ

ム
ム
コ
ワ
ワ
ナ

勿一和幻｜群一群一紅
ツ
ヅ
カ
ウ
ウ
｜
力

l~-

Ｂ
ｌ
Ｂ
－
Ｂ

４
’
’
４

4
l48rachionussp ４｜”l5KerateUacochlearisv,tecta

ミズヮムシ類
72

16LePadeUaob[on9a

｜顕－４｜率

聖
４
－
配l8Nonostyuhamata

ハネウデヮムシ

センチュウの一種

1_l

4

二４’

調査地点:Z-7

合 計’ 壼綬§ 昭和57年度 昭和63年度生 物 名

コナヒケムシの一種1Chいmydomnassp B

和一一皿

、
｜

ハ
ク
』

カラヒゲムシの一種 160

ナベカムリ

トゲフセツボカムリ

イケツボカムリ

根足虫額 有殻アメーバ類
B 210

８
’
２

２
－
３

238

4Centropyxlsacureata

ＢｌＢｌＢｌＢ－ＢｌＢ

32叩一血 28 138

ａｒ２
Ｐ
●
■
１

，
Ｆ
－
日
も

ａ
、
》
Ｂ
ｌ
Ｉ

ｆ

《勾画

。
■
■
Ⅱ
亀
《
草

内
明
言
‐
●
ｎ
Ⅱ

Ⅱ
ｕ
、
亜
Ｆ

Ｉ
Ｉ
も
ｖ
〃

夕
●
■
０
０
８
も

〃
◆
０
０
ｎ
画
■

■
Ⅱ
１
Ｍ
Ｍ

、
叩
厚
Ｆ
Ｐ
』

６
７ 160

ウロコカムリ

ウロコカムリ

フセウロコカムリ

アンフィレブトゥス

５
｜
麺

５－率

9Trinemalineare 110

血一一”

aredei

Ｂ
－
－
Ｂ

ツリガネムシの一種
シ類｜

ａ
ｌ
ｔ
ａ

ａ
９

ｔ
ｈ

ａ
Ｏ

Ｉ
Ｉ

・
１
０
，

０
０
Ｏ

Ｓ
３

０
Ⅱ
８
０
１
も

、
Ⅱ
ｔ

ａ
ｅ

ｌ
０
ｄ

‐
、
ａ

Ｃ
ｌ
ｐ

ｕ
ｌ
ｅ

Ｐ
ｋ
ｌ
』

12

13

ハオリワムシ

ウサギヮムシ
カギエナガワムシ

｜印Ｂ
Ｂ 50 ”
’
５

”’

14mnQStyIahamala
捜形動物門

B

５一一

15Ne鯛t餌asp、 センチュウの一種

５’

5
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昭和57年度との比較（動物プランクトン）
調査地点：K－3

合 計昭和63手度昭和57年度
生 初 名

_塑壬
lPeridini B 50 50

B ’ 4220 4220

ミドIノムツ
ミドリムシの一種

３
’
４

Ｓ

ｕ

Ｃａ
・

ｒ
ｐ

９
Ｓ

ａ
ａ
ｎ
ｎ

ｅ
ｅ

ｌ
ｌ

９
９
ｕ
ｕ

Ｐ
と
。
と

Ｂ
－
Ｂ
ｌ
Ｂ

叩一加一和一郷

Ⅷ｜郡一吋一郷Trachetd的nasvotv“ina
や 1 8

|｢acnel皿nassp．

カラヒゲムシ

カラヒケムシの一種

５
－
６

ナベカムリ

トゲフセツボカムリ

イケツボカムリ

ウロコカムリ

フセウロコカムリ

コマガタゾウリムシ
タマゴガタミズケムシ

７
－
８
－
９
’
四
一
皿

３
３

・
ｔ
ａ
ｔ
一

一
ａ
Ｃ
ａ

｜
ｐ
》
‐
●
０
，
Ｉ
Ｉ
Ｌ

侯
、
》
ｒ
Ｏ
６
■
も
Ⅱ
“

．
ｑ
ｌ
Ｍ
ｕ
ｐ
写
《
●
』
鼻
し

Ｐ
Ｉ
か
』
Ｒ
Ⅱ
Ｐ
Ｏ
Ｐ
Ｉ

『
【
】
令
《
】
品
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昭和37年度との比較く植物プランクトン）
調査地点：M－1
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昭和57年度との比較（植物プランクトン）
調査地点：Z－7

合 計
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昭和57年度との比較（植物プ ランクトン）
調査地点:K-3
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生物イラストと生物写真など6
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